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はじめに 
 

「リベラル」（liberal）の基本は「自由な」という意味ですが、それは、「フリー」（free）

の「自由」とは異なります。「フリー」は「バリアフリー」というように、空間的・物理的

制約からの解放を意味します。社会的・政治的な次元で「フリー」（解放）を民衆が主張し、

国と時代によっては、それは多大な犠牲と引き換えに実現されてきた歴史があります。そ

の「フリー」の運動を担う参加主体一人一人の中には、自由希求の意識があります。この

自由な自己を求める状態、これが「リベラル」の原点です。 

そして「リベラル・アーツ」（自由学芸）とは、人間としての自由な自己を追究するため

の諸学芸を指しており、それらが、個人主義の思想が展開してきた欧米諸国の大学教育で

早くから重要視されてきたのは、もっともなことだと言えます。 

17 世紀のフランスの哲学者パスカルが、人間は「ひとくきの葦」に過ぎず、自然の中で

最も弱い存在であるとしながらも、人間はその自然を含む宇宙よりも「尊い」と述べまし

た。なぜなら、人間はおのれを知り、宇宙に対しておのれが向き合うこと自体を知ってい

るから、としたことはよく知られています。 

＊伊藤邦武『物語 哲学の歴史』中央公論新書を参考にしました。 

ここには、自分がどこから来て、ここで何をしようとするのか、そしてどこへ行こうと

するのかを、自分の力で確かめ、探ろうとする人間の自由な営みを讃える考え方が潜んで

います。その営みには、不安もつきまとうが、一つ一つ未知のことが明らかになる感動も

あります。宇宙から観ると微弱な自分が、空間と時間の座標軸を生き抜きながら自分の位

置を知り、自分にとっての様々な他者を知り、自分にとって何を為すべきかを知るように

なる。 

この人生のあらゆる局面に、リベラルの要素が内在し、現れ、展開していくのです。誰

の人生にもその可能性があります。しかし、それは、自然には顕現しません。「プラトンの

洞窟のたとえ」にあるように、人が洞窟の壁に向かったままでこれが現実だと見ている状

態を外の光によって照らし、それは自己の影であり、真の自己の姿、すなわち世界と向き

合って初めて自由な自己となる道を知らせることが必要です。これが「リベラル・アーツ」

の教育の本質です。 

「洞窟の影」を疑い自己とは本当は何者なのかを追究する姿勢が、「批判的思考」です。

シンポジウム講演者の安藤輝次氏（関西大学教授）がこのことについて貴重な示唆を与え

てくださいました。すなわち、批判的思考 critical thinking は「批判的」と言うものの、

その中身は、ものごとの中核を捉える思考、中核的思考ということであり、ある事柄や側



面を関連づけて物事の本質に迫るのが本来の批判的思考である、ということです。 

すなわち、批判的であるとは、自己を取り巻く世界の諸事象に対して、自分の力で自由

に向き合い、地位や権威にとらわれずに自由に問いかけ、自由にその中に入り込んで「見

えないもの」を読み取り「見える」ものに変えていく意味で、リベラルな主体性と表裏一

体なのです。  

このようにリベラルであるがゆえに批判的に物事に向き合い、その本質に迫る。批判的

であればこそ、リベラルな境地を築き出せる。この相互作用を通じて、私たちは、あの宇

宙から観ると取るに足らない微粒の存在でありながらも、偉大な観察者・行為者として、

自然と社会の諸事象の法則性・規則性を認識していくことができます。例えば、宇宙・物

質の世界を「素粒子」という概念で捉えて、その全体像を明らかにしようとしています。

また例えば、社会的には、自由に振る舞う個人の人格と他の人格との関係を「法」という

概念で思想化し、その概念を内面化する思考運動を通じて、私たちは、生きるか死ぬかと

いう直接的な自然状態を脱して（止揚して）、平和な市民社会を構成し、維持しています。 

現代にあっても、批判的思考とリベラルな精神が育む、誠実で主体的な、基本的学修能

力は、学生達がどのような進路を選ぼうとも必要なものであり、むしろそれを意識的に身

に付けることで、このドラスティックに展開する時代の中を過たずに、多様な人々と共生・

協力して、生き抜いていくことができるのです。その意味では、リベラル・アーツ型教育

は、現代のあらゆる場面で求められるリーダー的立場に立つ人の素養を育成するものであ

ると言えるでしょう。 

教員養成を主軸に教養教育を重視する本学としては、こうしたリベラル・アーツ型教育

を柱として教養教育の総合的な改善に取り組むことの意義は大きいと思います。 

 2012 年度のプロジェクト活動を推進してくださった関係教員の皆様、研究員の方、そし

て運営面でご尽力いただいた事務局の方々にお礼を申します。 
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Ⅰ リベラル・アーツプロジェクトの目指すもの 
 

 



 



プロジェクトの目的と概要 
 

田村 建一 
 

 本プロジェクト「教員養成系大学の特徴を活かしたリベラル・アーツ型教育の展開」は、

文部科学省特別経費「幅広い職業人の養成や教養教育機能の充実」に採択された４年計画

のプロジェクトであり、今年度はその 2 年目に当たる。 
 『愛知教育大学憲章』（本学 HP のトップページからダウンロード可能）の中で「学部教

育においては教養教育を重視」することが記されていることからもわかるように、本学で

は、卒業生が教育現場をはじめとする様々な職業生活においてつねに広い視野に立ち、事

に応じて総合的な判断ができるだけの資質と能力をもつために、専門分野とは別に幅広く

深い教養を身に付けることを教育目標に掲げている。 
 ただし、大学生が身に付けるべき教養の概念が昨今変わりつつある。これから社会に出

ていく世代の人たちには、高度に複雑化し多くの要素が入り組んだ未知の問題に対処する

能力がこれまで以上に求められている。彼らに必要なのは、既存の知識をたくさん学ぶこ

とではなく、いくつかの分野における基礎知識を学びながら自分の力でそれを拡大し応用

する技術である。 
本プロジェクトの目的は、リベラル・アーツ型教育の理念に沿って教養教育を再構築し

つつ、そうした技術を獲得するための教育方法を探究することである。リベラル・アーツ

教育とは、総合的で汎領域的な問題追求能力の獲得を目指す教育方法であり、その本場で

あるアメリカ合衆国においては 4 年間の学士課程を通して行われる。本プロジェクトでは、

教員養成系大学における教養教育というカリキュラム上の制約の中でその理念を活かした

教育プログラムをどのように構成すべきか、そしてそれをどのように運用することが効果

的かを探りたいと考える。 
本学では 2013（平成 25）年度から新しい教養科目のカリキュラム（全 12 単位）が導入

されるが、その中の半分（6 単位）はリベラル・アーツ科目として位置づけられており、

４つの分野（市民リテラシー、科学リテラシー、多文化リテラシー、ものづくりリテラシ

ー）から学生は 3 つの分野を選択して履修する。これらは、それぞれの分野のある特定の

領域を学びながらジェネリック・スキルを身に付けることを教育目標にしている。ジェネ

リック・スキルが獲得されれば、学生は自律的学習を通して同じ分野の他の領域へ、さら

に分野を超えたテーマへと関心を広げ、既習の知識を新しい知識に結び付けていくことで、

より広い視野に立って物事を見ることができるようになるであろう。卒業後もそうした学

びを続けていける学生を世に送り出すことが、大学に課せられた使命の一つであると考え

る。 
本プロジェクトが本年度に行った活動の一覧は次項に記載されるとおりである。その中

で最も大きな行事としては、昨年度に引き続いて開催された公開シンポジウム「リベラル・

アーツ型教育の展開 2012」が挙げられる。このシンポジウムは、昨年度の議論を発展させ

る形で、教養教育の内容、方法、そして評価の仕方について、さまざまな立場の話題提供
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のもと、意見交換をすることを目的に開催した。学外から関西大学の安藤輝次教授に基調

講演として教養教育における学習成果とその評価をめぐるアメリカの一大学の取り組みに

ついて報告をしていただいた。さらにリベラル・アーツ科目を担当する予定の 4 名の教員

が、「市民リテラシー」「多文化リテラシー」「科学リテラシー」「ものづくりリテラシー」

のそれぞれのカテゴリーでどのような授業を展開することができるか、ジェネリック・ス

キルの教育の可能性を視野に入れて報告し、フロアも含めて討議した。教養教育の質的転

換を図る取り組みは、本学に限らず多くの大学が進めていることもあり、学外に開かれた

形で開催したことは意義があったと考える。なお、シンポジウムに関しては、本報告書と

は別にシンポジウム報告書『教員養成系大学におけるリベラル・アーツ―教養教育の内容・

方法・評価のあり方を考える―』が刊行されるので、ぜひこちらも併せて読んでいただき

たい。 
シンポジウムのほか、次年度から始まる新教養科目に向けて FD を企画し、担当予定者

の授業構想をもとに意見交換等の場を設けた。さらに、リベラル・アーツ科目のカリキュ

ラムおよび教育方法の研究の一環として、各種セミナーとワークショップ（リベラル・ア

ーツ Edu セミナー、リベラル・アーツ Edu ワークショップ、ものづくりリテラシーセミ

ナー、科学リテラシーセミナー）をそれぞれ複数回開催した。FD、セミナー、ワークショ

ップの実施内容については、「Ⅱリベラル・アーツ型教育の探究」にて報告する。 
これらを通じて提起された問題や意見は、「Ⅲリベラル・アーツ型教育の構築に向けて」

に含まれるリテラシーおよびジェネリック・スキルの研究に、さまざまに反映されている。

そこでは、新教養科目の 4 つのリテラシーには、それぞれどのような内容が含まれうるの

か、学生がより良く学ぶため各リテラシーがいかに関連し合うべきか、どのようなジェネ

リック・スキルの教育が有効なのか、この 3 点を中心とする研究・調査内容を報告する。 
また、東海大地震等の将来の大災害発生を見据え、本学における総合的な防災教育の構

築を目指して、昨年度の終わりに、東日本大震災で被災した岩手県の学校で聞き取り調査

を実施した。今回はその第二弾として、震災時に教育現場にどのような事態が発生し、教

職員がそれにどう対処したのかという点を中心に、調査内容を報告する。 
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2012 年度活動一覧 
 
 

○2012 年 6 月 22 日（金） 
第 1 回リベラル・アーツ科学リテラシーセミナー 
DVD 上映会「2001 年宇宙の旅」―宇宙をめぐる過去／現在／未来― 

 
○2012 年 6 月 29 日（金） 
第 1 回リベラル・アーツものづくりリテラシーセミナー 
「ものづくり のまえ」 
 山本 高之 氏（美術作家） 

 
○2012 年 7 月 6 日（金） 
第 2 回リベラル・アーツ科学リテラシーセミナー 
DVD 上映会「ミクロの決死圏」―人体のコズモロジー― 

 
○2012 年 7 月 13 日（金） 
リベラル・アーツ Edu ワークショップ 
「クリティカルシンキングを活かした問題解決の技法」  
中 井 俊 樹 氏（名古屋大学高等教育研究センター准教授） 
久保田 祐歌 氏（愛知教育大学大学教育研究センター研究員） 

 
○2012 年 7 月 13 日（金） 
 第 1 回新教養科目 FD 
 「科学リテラシーと多文化リテラシーの教育内容及び方法について」 
  菅沼 教生 氏（愛知教育大学理科教育講座教授） 
  川口 直巳 氏（愛知教育大学日本語教育講座助教） 
 
○2012 年 7 月 18 日（水） 
第 1 回リベラル・アーツ Edu セミナー 
「リテラシーとは何か－『批判的リテラシー』概念を手がかりにして－」  
竹川 慎哉 氏（愛知教育大学学校教育講座講師） 

 
○2012 年 7 月 20 日（金） 
第 3 回リベラル・アーツ科学リテラシーセミナー 
DVD 上映会「バック・トゥ・ザ・フューチャー」―「IF～」の世界を支える科学― 

 
○2012 年 10 月 12 日（金） 
第 4 回リベラル・アーツ科学リテラシーセミナー 
DVD 上映会「日本沈没」―震災空間の地球科学― 
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○2012 年 10 月 27 日（土） 
「リベラル・アーツ型教育の展開」シンポジウム 2012 

「教員養成系大学におけるリベラル・アーツ―教養教育の内容・方法・評価のあり方

を考える―」  
 
○2012 年 11 月 5 日（月） 
 第 2 回新教養科目 FD 
 「市民リテラシーとものづくりリテラシーの教育内容及び方法について」 
  前田 勉 氏（愛知教育大学社会科教育講座教授） 
  太田 弘一 氏（愛知教育大学技術教育講座教授） 
  鎌田 敏之 氏（愛知教育大学技術教育講座准教授） 
 
○2012 年 11 月 30 日（金）  
第 2 回リベラル・アーツものづくりリテラシーセミナー 

 「エレン・リチャーズが今の世に伝えるもの：その思想と高等教育カリキュラムの可能性」 
住田 和子 氏（元北海道教育大学教授） 

 
○2012 年 12 月 14 日（金） 
第 3 回リベラル・アーツものづくりリテラシーセミナー 
「ものづくりと言語表現の接点」  
中村 秀 氏（国立福井工業高等専門学校准教授） 

 
○2013 年 2 月 22 日（金） 
第 2 回リベラル・アーツ Edu セミナー 
「ジェネリック・スキルの教育方法：授業実践報告に基づく検討」 
 藤木 大介 氏（愛知教育大学学校教育講座講師） 

上田 崇仁 氏（愛知教育大学日本語教育講座准教授） 
 
○2013 年 3 月 14 日（木） 
平成 24 年度全学 FD 
「新教養科目の理念と授業内容」 
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Ⅱ リベラル・アーツ型教育の探究 
 

 



 



「リベラル・アーツ型教育の展開」シンポジウム 2012 
 

久保田 祐歌 
 

１．企画の趣旨 
 平成 23 年度より、文科省特別経費（幅広い職業人の養成や教養教育機能の充実）プロ

ジェクト「教員養成系大学の特徴を活かしたリベラル・アーツ型教育の展開」を推進して

いる。本取り組みにおいては、教員養成カリキュラムの一定の制約条件の下でも実現可能

な教育体系を共通教育として構築し、教員養成系大学固有のリベラル・アーツ型教育の在

り方を提示することを目的としている。昨年度は、「教員養成系大学におけるリベラル・ア

ーツ―教養教育の在り方を考える―」をテーマにシンポジウムを開催して教養教育（リベ

ラル・アーツ型教育）の理念を検討し、教員養成に特化した教養教育はありえないという

結論に到達した。本年度は、課題として残された、学生が教育目標を達成したかをどのよ

うに判断するのかという成績評価の問題を踏まえ、La 科目の学修領域である「市民」「多

文化」「科学」「ものづくり」の４つのリテラシーにおいて、教育内容を検討する機会とし

て、シンポジウムを企画した。加えて、４つのリテラシーの教育内容と共に、ジェネリッ

ク・スキルを育成する教育方法についても検討し、共有化を図るための機会とした。 
 
２．開催概要 
タイトル：教員養成系大学におけるリベラル・アーツ 

―教養教育の内容・方法・評価のあり方を考える― 
開催日時：平成 24 年 10 月 27 日（土）13：00～17：00                       

場所：ウインクあいち（愛知県産業労働センター）        
構成： 

  第一部では、安藤輝次氏（関西大学教授）に、基調講演として「学習成果を重視した

教養教育とその評価―アルバーノ大学の事例をもとに」をテーマに、教員が教えたカリ

キュラムではなく、学生が学んだカリキュラムを中心に置いた教育を行う、米国のリベ

ラル・アーツカレッジのアルバーノ大学の事例に基づきご講演頂いた。 
  第二部では、パネル・ディスカッション「新たな教養教育カリキュラム『４つのリテ

ラシー』とジェネリック・スキルの検討」では、各４つのリテラシーを担当予定の教員4

名に、2013年度後期から実施される授業の構想について報告頂いた。4名の学内教員の報

告の前に、ジェネリック・スキルの教育に関するアンケートの結果を挟み、本学の現況

を示した。「市民リテラシー」は、渡邉英幸氏（社会科教育講座）、「多文化リテラシ

ー」は嶺崎寛子氏（社会科教育講座）、「科学リテラシー」は加藤淳太郎氏（理科教育

講座）、「ものづくりリテラシー」は佐々木雅浩氏（美術教育講座）に教育内容、方法、

評価という三つの観点からご報告頂き、会場全体でディスカッションを行った。 
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３．主な論点 
 ４つのリテラシーからの 4 名の報告者の提示する課題と共に、講演者の安藤輝次氏から

頂いたコメントの概要を以下に順に記す。 
 渡邉氏（「市民リテラシー」）は、授業で用いる文献の選択と学生への提供の方法につい

て、関連する文献の多さから生じる困難と、60 名以上の受講生をどのようにグループ分け

して活動させるのかという授業運営、成績評価とコミュニケーションの困難を指摘された。

加えて、教育内容という点で、厳密性と分かり易さとの緊張関係があること、教養科目で

も専門に基づいた厳密さを希求すべきと考えると、教員がカバーできる専門領域に限界が

あり、学生も各分野の個別的な知識を無限に吸収することは難しいという指摘がなされた。

理想的には、普遍的な問題関心や普遍的なスキルの習得と専門的・個別的な研究課題とが

共鳴関係になるような状況が望ましいことが示された。 
嶺崎氏（「多文化リテラシー」）は、受けがよい授業と学生が身になる授業とを区別し、

常にこの二つが緊張関係にあるため、学生の受けがよくかつ身になる授業を実現すること

が必要であること、当事者意識を持たせることの重要性を指摘された。その他、自律的学

習を評価する仕組みとして、自己評価及び受講生同士の相互評価を成績評価に取り入れる

という提案と共に、評価基準を明確化することの重要性が示された。学生同士で相互評価

させることのメリットとしては、他者にフィードバックする経験を持つことで自分の学び

が促進されること、授業への参画意識を持たせることができること、加えて、教員にとっ

ての負担の軽減という点でも利点があることが示された。 
加藤氏（「科学リテラシー」）は、教養教育が学生にとっては、ノルマであり単に卒業に

必要な単位として捉えられ、受講時の希望として、単位の取得のしやすさを優先してしま

うのではないかという危惧と共に、単位の取得が難しくても興味のある授業であればそれ

なりの充実感を学生が味わえるので、優しく手厚くするという方法が果たして正しいのか

という教養教育の内容に関する疑問が提示された。 

佐々木氏（「ものづくりリテラシー」）は、成績評価に関する問題として、授業で学生に

課す課題は、作品評価のためのものではないので、作品がよい、美しいかどうかというこ

とで評価できないこと、「ものづくり」として考えると正解がないため評価が難しいという

問題点が指摘されると共に、論理的思考と問題解決に焦点をあてレポート課題を学生に課

すことで評価が可能になるのではないかという解決策が提示された。 
 以上の報告について、安藤輝次氏からは、（１）批判的思考という用語の捉え方、（２）

教員が教えたカリキュラムではなく学生が学んだカリキュラムという視点、（３）４つのリ

テラシーにおけるリテラシーの位置づけ、という三つの点からコメント頂いた。 
（１）批判的思考という用語の捉え方に関するコメントは、パネル・ディスカッション

の報告者が、４つのリテラシーの授業で育成したいジェネリック・スキルとしての「批判

的思考（プロジェクトでは「クリティカルシンキング」と表記）」を「批判する」という意

味で用いていたことに関連している。批判的思考の意味は、前提を見破る、関連づける、

視点を移して考えるということであり、批判的思考の意味を整理する必要性を指摘頂いた。 
（２）教員が教えたカリキュラムではなく学生が学んだカリキュラムという視点につい
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ては、学生がどのように学んだかを重視した「学んだカリキュラム（Learned Curriculum）」

が現在重視すべき考え方であること、アルバーノ大学では学生が学んだ内容を確認するた

めのテストの方法にバリエーションをもたせた上で基準を設けていること、さらに、学生

が学んだことと教師が教えたこととのずれに教師の目を向けさせることで、教え手として

の学びが生まれることを示唆頂いた。 
（３）４つのリテラシーにおけるリテラシーの位置づけについては、OECD（経済協力

開発機構）の提示する三つのコンピテンシー（「相互作用的に道具を用いる」「異質な集団

で交流する」「自律的に活動する」）の定義やリテラシー概念が普及するもととなった PISA
の定義に目を向け、愛教大なりの理論づけを行う必要があることを指摘頂いた。 
 
【「リベラル・アーツ型教育の展開」シンポジウム 2012 ポスター】 

  
 

※シンポジウムの詳細な記録については、別冊の報告書『「リベラル・アーツ型教育の展開」シンポジ

ウム 2012 教員養成系大学におけるリベラル・アーツ』として、2013 年 2 月に発行した。 
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新教養科目 FD 
 

大澤 秀介 
 

【開催趣旨】 
 平成 25 年度から実施に移される新教養科目、特に４つのリテラシー科目の趣旨を全学

に説明し、教育内容、教育方法を全学的に検討するために担当者の講演を主とする FD 集

会を開催した。ここでは、二回に分けて開催された FD 集会の模様とその成果を報告する。 
 
第１回新教養科目 FD の実施状況は以下のとおりである。 
 
日時：7 月 13 日（金）16：40～17：40  
場所：本部棟 3 階第 5 会議室 
テーマ：科学リテラシーと多文化リテラシーの教育内容および方法について 
話題提供者と発表題目： 
菅沼 教生（理科教育講座）科学リテラシーをいかに教えるか、教育内容、教育方法 
川口 直巳（日本語教育講座） 

多文化リテラシー「日本社会における外国人労働者とその背景」 
 
 上記の二氏が、構想中の授業内容とその目的について説明した。以下はそれぞれの発表

内容の一端である。まず菅沼氏は、担当予定科目である科学リテラシー「生物の共生」に

おいては、何を教えるかではなく、何ができるようになるかを留意して、以下の二点を重

視するという。第一に、生物に見られる共生を学ぶことで、科学に対する興味、関心を深

め、科学的なものの見方を身につける。次に、共生現象を体系的に理解し、それぞれを関

連付けることで、生命を多様性と共通性という観点から、読み解く力を身につける。これ

らは図らずも、本プロジェクトが提起する科学リテラシーの定義と説明に極めて近いもの

である。そのうえ、生命の多様性と共通性を読み解くという視点は、他のリテラシーにお

いても重視される多様性と共通性の理解に大いに貢献する。 
次に川口氏は、担当予定科目である多文化リテラシー「日本社会における外国人労働者

とその背景」について、以下のように述べた。この授業の目標は、日本で働く様々な外国

人労働者の実態を知り、彼らがどのような問題を抱えているか、また、日本企業が外国人

労働者にどんなものを求めているかを知ることである。この目標の実現のために、氏はま

ず「日本で働く外国労働者」について、学生がどのようなイメージが持っているかを自由

に述べさせることから始めるという。その後、統計に基づいた労働の実態や企業の要求、

外国人の就労が日本社会にとって持つ意味と問題点等を考察させ、その改善案を探るとい

う。これらもまた、本プロジェクトが設定する目標、すなわち外国人の状況への関心と理

解を得させるという目標、および市民リテラシーにも通じるグローバル経済の理解という

点で、リテラシー科目の趣旨をよく実現するものである。 
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第２回 新教養科目 FD 
 

田村 建一 
 
第２回新教養科目 FD の実施状況は以下のとおりである。 
 
日時：11 月 5 日（月）16：40～18：10 
場所：本部棟 3 階第 5 会議室 
テーマ：市民リテラシーとものづくりリテラシーの教育内容および方法について 
話題提供者と発表題目： 
前田 勉（社会科教育講座） 

          「教養」と「市民リテラシー」―「ナショナリズムを考える」― 
太田 弘一（技術教育講座）「ものづくりリテラシー」授業に向けての課題整理 
鎌田 敏之（技術教育講座）ものづくりリテラシーと情報技術教育 

  
上記の三氏が、構想中の授業内容とその目的について説明した。以下はそれぞれの発表

内容の一端である。まず、前田勉氏は、例えば福沢諭吉等の古典を読み、その内容につい

て他者と論じ合うことを通して自己を相対化し、市民としての「政治的教養」を身に付け

ることを目指す授業について紹介した。前田氏は江戸時代の藩校等における会読という形

式による知識獲得に関する本を刊行されたばかりであるが（『江戸の読書会―会読の思想史』

平凡社選書）、儒教の読書人の学び方にはリベラル・アーツの理念に通じる面があることが

示され、授業への応用の可能性を探りたいとのことであった。 
太田弘一氏ははじめに、「ものづくり」は、生産的な労働を含んでいることから、労働か

らの自由を想定する「リベラル・アーツ」に果たして含まれうるのかという問題提起をし、

「ものづくりリテラシー」の授業を開始するにあたり、「リベラル・アーツ」および「リテ

ラシー」の概念を広義なものとして捉え、改めて理論化する必要性を示した。そのうえで、

どのように米や肉が作られるのか、また環境保全型農業技術とは何か、ということを体験

を通して学び、さらにディスカッションを通して深く考える授業の構想を紹介した。 
鎌田敏之氏は、例えばスコラ哲学をはじめとする先人たちが築き上げてきた論理的思考

の基礎の上に現代のプログラミングが成り立つことなど、思想史を軸に置いた情報科学入

門の可能性について論じた。 
参加者数は話題提供者も含めて 32 名であったが、参加者の間で活発な質疑応答が行わ

れ、予定の時間（60 分）を 30 分超過して会は終了した。 
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2012 年度リベラル・アーツ Edu セミナー 
 

久保田 祐歌 
 
○第１回開催報告 
タイトル：リテラシーとは何か―批判的リテラシーを手がかりにして― 

 講演者：竹川 慎哉 氏（愛知教育大学学校教育講座 講師） 
日時：平成 24 年 7 月 18 日（水）13：45～15：15（90 分） 
場所：第二人文棟１階 日本語教育第 1 演習室 
趣旨：「批判的リテラシー」概念（単なる読み書きの能力ではなく、「ことばの獲得を社

会的、文化的実践として、さらには、政治性や権力関係の文脈において理解する

もの」）を参考にすることで、より豊かなリテラシー概念の構築を目指す。そのた

めの議論の機会を設ける。 
 
 
ポスター： 
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＜実施報告＞ 
 7 月 18 日（水）に、「リテラシーとは何か―『批判的リテラシー概念』を手がかりにし

て」をテーマとし、セミナーを開催した。新たな教養教育カリキュラムの教育目標である

「４つのリテラシー」概念を検討することを目的とし、『批判的リテラシーの教育』（明石

書店、2010 年）の著者である竹川慎哉氏（本学学校教育講座講師）による講演が行われた。

ポスト産業社会における「新しい能力」としてのリテラシーが要請されるようになった背

景や、「リテラシー」とは何かは、社会的、文化的、政治的に規定されること等が示された。 
 続けて、批判的リテラシーとは、自己と世界との関係を批判的に読み解く行為であるこ

とが説明され、「４つのリテラシー」のうち、「多文化」「科学」「市民」について批判的リ

テラシーの視座からの問いが示された。 
 最後に、教員養成系大学の特徴を活かしたリベラル・アーツ型教育として、教師の教養

とそれに基づいて遂行される教師のリテラシーのモデル化が必要であるとの問題提起がな

された。ディスカッションでは、特に「ものづくりリテラシー」をどのように捉えるかに

ついて活発な議論が行われた。以下はその主な論点であり、これらについては今後も検討

を進めて行くこととなった。 
 

 科学はリテラシーそのものであり記号や言語で表現できるが、ものづくりは実践や労

働、生産活動であるという点で異なる。本質的に他のリテラシーとは異なるものを同

じ「リテラシー」の概念に入れることができるのか。 
 ものづくりをした経験や体験を言語化・意識化することがものづくりリテラシーとみ

なすことができるのではないか。 
 ものづくりという場合に、実際にものをつくるだけではなく、どういう世界をつくり

だすのかという意識としての「ものづくりリテラシー」を考えることができるのでは

ないか。 
 
 
○第２回開催報告 
タイトル：ジェネリック・スキルの教育方法―授業実践報告に基づく検討― 

 講演者：藤木大介 氏（学校教育講座 講師） 
     上田崇仁 氏（日本語教育講座 准教授） 

日時：平成 25 年 2 月 22 日（金）13：30～15：30（120 分） 
場所：第二人文棟１階 日本語教育第 1 演習室 
趣旨：授業でジェネリック・スキルを育成する教育方法について、本学教員の報告に基 

づいて検討する。 
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ポスター： 

 
 
 ＜実施報告＞ 

2 月 22 日（金）に、「ジェネリック・スキルの教育方法－授業実践報告に基づく検討－」

をテーマとするセミナーを開催した。ジェネリック・スキルの教育方法について検討する

ことを趣旨に、本学教員の藤木大介講師（学校教育講座）、上田崇仁准教授（日本語教育講

座）に授業実践を報告頂いた。導入として、LA プロジェクトから、ジェネリック・スキ

ルの教育目標や課題を提示した。 
藤木氏は「こころとからだ セミナー」において、多人数授業で学生をアクティブに受講

させる方法として、毎回「理解」「知識」「教える」等のテーマについて調べさせ、小グル

ープで意見交換しプレゼン資料を作らせ、秀逸な資料をピックアップし発表させるという

方法を、学生のプレゼン資料と共に紹介された。 
上田氏は「国際社会と日本 セミナー」において、「国民性より個性が大きいことを知る」

ということを教育目標の一つとし、留学生とほぼ１対１で話させ、同国の人は同じ意見を

持つかを確認させるという方法を述べられた。受講学生の反応も感想レポートの抜粋資料

で紹介された。 
ディスカッションでは、物事に対する疑問をもてない学生にいかに疑問をもたせるかと

いう問いを巡り参加者間で活発な議論が行われ、ジェネリック・スキル育成の根本課題を

様々な角度から共有する機会となった。 
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2012 年度リベラル・アーツ Edu ワークショップ 
【職員対象】「クリティカルシンキングを活かした問題解決の技法」 

 
久保田 祐歌 

 

○概要 
日時：2012 年 7 月 13 日（金）13：00～15：00（120 分） 
場所：本部棟 3 階第 5 会議室 
対象：本学職員 15 名前後 
   ※特に、教務課、学生支援課、キャリア支援課、情報図書課等で、学生の応対を

要する業務を担当されている方（その他の部署の方も参加可）。 
参加者：18 名 
内容：業務を行っていく上で生じる問題・課題に対して、クリティカルシンキング（情

報を十分に吟味し判断する思考）を活かして原因を探り、解決策を見出すための

方法を具体例に基づいて学ぶ。 
講師：中井  俊樹（名古屋大学高等教育研究センター 准教授） 

    久保田 祐歌（愛知教育大学教育創造開発機構大学教育研究センター 研究員） 
 
 
○プログラム 
 ０．リベラル・アーツプロジェクトの趣旨（プロジェクト責任者大澤氏） 
 １．問題解決に必要なクリティカルシンキングとは何か 
 ２．大学職員の職能開発が必要とされる背景 
 ３．クリティカルシンキングを活かした問題解決の技法を学ぶ 

・ロジックツリーで問題原因を探る 
・ロジックツリーで解決策を見つける 
・三角ロジックで解決策を示す 

 ４．まとめ・質疑応答 
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○参加者アンケート結果 

 

１－１．ワークショップの満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１－２．ワークショップ満足度についての回答理由（自由記述） 

 
【満足度 5】 

 いろいろ考えるきっかけになって良かった。問題が起こるととかく感情的な面が大き

くなってしまうが、分類して冷静に考えることで対応する方も大人の対応がとれるの

だと感じた。理不尽さは残ってしまうけどいろいろ考えるべきが職員なのかなと気づ

けた。 
 今まで知らなかった考え方や発想方法を教えてもらえたので参加できてよかったです。 
 考え方の枠組みとして参考になった部分が非常に多くあった為。 
 普段大学業務全体を考える機会が少ないので参考となりました。 

 
【満足度 4】 

 内容はオーソドックスなものであったが、参加者の知識にばらつきがありスムーズに

ワークがすすまなかった。ワークの時間がもう少し長いと良かった。 
 ワークショップ形式はあまりないので、いいと思いました。 
 どの業務でも利用できそうなクリティカルシンキングを学ぶことができたから。ワー

クショップもあり、具体的に CT のやり方を学べたから。 
 とても内容のあるワークショップでした。（ただ、そのためか、少し時間が足りなく、

急いでいる感じがしました。） 
 一つの事案問題において多くの見方があることがわかりました。 
 問題解決へのプロセスを学ぶことができた。 
 時間が少し短く感じた。 

ワークショップ
満足度

1)不満足

5%

5 ) 満足

22%

2

0%

4

56%

3 ) どちらでも

ない

17%

5) 満足

4

3) どちらでもない

2

1) 不満足
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 問題を色々な切り口で考えることを学んだ。 
 普段の仕事でもそういう住み分けをする機会も多く興味深かった。 

 
【満足度 3：どちらでもない】 

 １方向だけでなく、様々な角度からもれなく原因・事項を考えていく手法として勉強

になりました。これが業務や普段の生活にどう役立たせられるかが明確になったら、

もっと良かったです。 
 MECE やロジックツリーなど新しい概念を教わったのは良かったが、その実践力がま

だ身に付いていないから。 
 事例によっては役に立つのもあった。 

 
【不満足 1】 

 １つの技法としてはいいが、確実性がない。現場では、即対応しなければならない。

考える時間はない。 
 
２－２．問題解決の技法を今後の業務に活かすことができそうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２－２．今後の業務の活用についての回答理由（自由記述） 

 
【a)非常に活用できそう】 

 冷静に考えたい時に思い出して活用したい。ただ、時間がかかりそう・・・。 
 問題の原因を分析し、解決策を考え、さらに実行するため、他人を説得するという手

法はどの業務にも応用できると思うから。 
 様々な可能性を考えて、そこから解決策を導き出すことをこれまではあまり意識して

今後の業務に
活用できそうか

a) 28%

b) 61%

c) 11%

e) 0% d) 0%

a）非常に活用できそう

b）少しは活用できそう

c）どちらとも言えない

d）あまり活用出来なさそう

e）全く活用できなさそう
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いなかったのですが、今回、学ぶことが出来て良かったです。 
 長くなりがちな会議等でも、方向性を示すことで短縮させることができそうだと感じ

た為。 
 問題に対して小さく切り分け考えることは身につけて役立てたいと思います。 

 
【b)少しは活用できそう】 

 解決技法の基本的知識に差があるためまずはそのこと自体を学ぶ機会を増やすことか

ら始めないと議論にならない現状がある。 
 問題の原因をもれなく挙げるという点では役に立つと思いますが、解決策（の実行）

までたどりつくのは難しいと思いました。 
 活用できる方法なのだとは思うが、実際に具体的にどうやったら活用できるのか分か

らない。 
 一つの問題についての解決に至るまでの過程を考えることで解決として出した回答に

より深い認識、確信をもてるため。 
 今後、何か問題が起きた時に頭に浮かぶかもしれない。 
 あまりみんなで話しあって決めていく場面がないが、あつまって決めていければ、よ

りよい職場になっていくのだろうと感じた。 
 今まであまり考えていなかったこともあり参考になりそうだから。 
 多角的な方向から考える事をしてみようと思います。 
 実際はグレーな部分も多く、分けないほうが効率よく進むケースもあったりするので。

ホントはあまりよくないのであるが・・・。基本的には白黒つける方向でやってはい

ます。 
 自分の業務に置きかえて問題解決ができそうである。 

 
【c)どちらともいえない】 

 ツリーを作ることが、問題解決に結びつかないと思ってしまいました。例えば、教務

課がガイダンスをどんなに良くしても言ってくる人は居るんです。でも、想定問答集

を作る時は良いなと思います。 
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３．今後、発展的な内容のワークショップ（グループワーク中心）の開催を希望するか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．ワークショップの感想（自由記述） 

 

 自分の思考のくせにとらわれず様々なフレームワークを知ることで解決方法（選択肢）

を広く見つけられる様になりたいと思いました。もっとじっくりと課題にとりくめる

スケジュールだとありがたかったです。 

 実際に使えるか使えないかは経験によると思う。効果的であるならば、身につけるべ

きだと思う。個人的には問題解決の方法も大事だけど、いかに問題に気づくかも重要

だと感じる。問題を素直にとらえられる力と感覚を養っていきたい。 

 最後の事例は、実際に起こる内容だったので、いろいろな課の人が考える機会があっ

たことはよかったと思いました。 

 やはりディスカッションをするのは非常に魅力的だと感じた。 

 内容は、基本的なことから実践的なことまで幅広く、学ぶことができ、とても勉強に

なりました。どうもありがとうございました。ただ、もう少しじっくりと考える時間

があると理解や考えもより深まったのではないかと思い、少しもったいなかったかな

とも思いました。 

 １人だと考えつかないことでも、グループで話し合うことでまとまったので、またグ

ループで学びたいです。 

 グループで一つの問題を意見を出し合いながら解決していくことも大切だということ

がわかりました。ありがとうございました。 

 本日は、大変参考になる講演を聞くことができありがたく思いました。 

 ワークショップは全体的に楽しかった。もう少し理解を深めて、ワークショップをで

きると良いと思う。 

 ケース１の A さんなどの名前か資格名か D などの成績なのかわかりにくいので、名前

発展的なワークショップ
開催の希望

a)希望する

77%

b)どちらとも
言えない

17%

c)希望しない

6%

a)希望する

b)どちらとも言えない

c)希望しない
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のつけ方は別のにした方がよいのではないでしょうか？ 

 講義だけでなく、実際にグループワークをすることで他人の意見なども聞けて良かっ

た。 

 少し時間が短いかもと思います。 

 演習系のものはいいと思います。 

 はじめてのことで、はじめはどぎまぎしました。もう少し時間があればよかったと思

った。 

 わがままな意見にはこの技法は対応できない。研究分析としては進めても良いが、い

かに職場に活用できるかが肝心。 

 言葉が少し難しくわかりづらかった。→国語能力の問題？かもですが。 

 大学職員としての取り組み方に大変参考になりました。 

 

【ワークショップアンケート用紙】 
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ものづくりリテラシーセミナー 
 

長谷川 詩織 
 

１．開催趣旨 
 本セミナーは、La 科目を構成する「ものづくりリテラシー」の定義、および、カリキュ

ラムの可能性を研究することを目的に開催した。とくに、「ものづくり」を通じて、どのよ

うなリテラシーを獲得することができるのか、さまざまな分野に属する芸術家・研究者と

意見交換をする場として企画をした。本年度は、以下の 3 人の研究・創作活動に従事する

講師をお招きしてご講演いただいた。 
 
２．実施報告 
第 1 回ものづくりリテラシーセミナー 
講演タイトル：「ものづくり のまえ」 
講演者：山本高之氏（美術作家） 
日時：平成 24 年 6 月 29 日（金）16 時 45 分～18 時 45 分 
対象：本学教職員、学生、一般 
場所：第一共通棟 207 講義室 

 
山本高之氏は、子供たちが創作活動をする過程で見せる表情や戸惑いを記録したユニー

クな映像作品を発表、国際的に活躍するアーティストである。 
 講演では、山本氏が発表してきた映像作品の紹介とともに、その製作プロセスの解説が

行われた。作品の持つ多様な意味の組み合わせを読み解く作業の中で、学生には多くのこ

とを学んで欲しいとのことだ。プロジェクトメンバーに加え、美術系の教員・学生も参加、

興味深い点があれば直接に意見交換が行われるなど、活発な雰囲気の講演会となった。創

作活動を通じて子供たちのどのような可能性が引き出されるのか、そこで大人がいかなる

役割を担い得るのか、参加者から多くの質問が出された。 
 加えて今回の講演会は、本学には、教員は勿論のこと、多岐に渡る領域で活躍できる人

材を輩出する教育的土壌があることを再確認する機会となった。それをどのように生かす

ことができるのか、それぞれの専門分野の立場を踏まえたアイデアが参加者から出された。 
 
①講演内容（要約） 
教育現場に「ものづくり」を導入する場合、作るのは生徒で、教えるのは大人であるが、

それを逆転することが可能である。ワークショップに参加した子供たちが、想像でアイデ

アを提案する。それを、ボランティアとして参加している大人（中学生～年配者）が、ダ

ンボールなど身近にある素材を使って具体化する。具体例となるのが「どんなじごくへい

くのかな」、「きみのみらいをおしえます」の 2 作品である。この 2 作品において、子供た
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ちのアイデアを形にするのは大人である。日常生活のなかで子供たちは、既存の価値体系

のなかで、怒られたり叱られたりする。その経験を通じて、何が良いことで何が悪いこと

なのかを学んでいく。ここで子供たちは、自由にアイデアを出すだけではなく、各自が指

示を出す立場になる。そうすることで、自分の価値に基づき何かを伝えること自体に含ま

れるリスクを引き受ける。既存の価値体系に疑問を投げかけるのみならず、価値の創出者・

伝達者になることの重みを感じさせる、これが作品づくりの戦略のひとつである。 
形にならない何かをとどめることも、ものづくりの一端をなす。その具体例となるのが、

「どうぶつたちのいっしゅうかん」の実践である。これは、「みんな違って、みんないいを

実践するとどうなるのか？」という疑問から出発した作品である。当時の勤め先である小

学校では、「朝の歌」が歌われていた。そのひとつがロシア民謡の「一週間」である。それ

は、一週間まったく仕事をしないという歌で、当初は朝の歌として違和感を持った。だが、

新しい歌詞を子供たちに考えさせたら面白いのではないかと思い、その実践を記録するこ

とで作品とした。子供たちは動物園で、３０分～４０分ほど動物の様子をグループで観察

する。動物たちがどのような一週間を過ごすのかを歌詞にしてメロディーにのせる。この

ようなプロセスで、それぞれの「みんな違って、みんないい」を表現させた。同作品の制

作を通じて、子供たちに学んで欲しかったことは、教員に褒められるためではなく自分で

考えて行動することの大切さである。そのため、最初は教員のふりをしているが、少しず

つ、その存在を消していくことを心がけた。 
 
②質疑応答（要約） 
全体討議のなかで、議論の中心のひとつとなったのが、「つくる」という行為と、他の分

野との関連についてである。山本氏は、複数のものを組み合わせることで気持ちや現状を

表現するアートは、複数の見方を組み合わることで世界を見るリベラル・アーツと似てい

ると指摘した。算数、歴史、音楽などが間に入ることで、世界を一歩引いて見ることがで

きる。このように「距離」を持って世界を見ることがリベラル・アーツであるとすれば、

それはアートと重なり合うように思えるとのことである。 
数学や理科を理解するためには、法則を覚えるだけではなく、感覚や想像力を磨く必要

がある。そこで、山本氏のように、何でもいいよと自由にやらせることも、リベラル・ア

ーツ型教育の土台となるという指摘が参加者から出た。加えて、創造的な活動に関わらせ

るにあたり、年齢によって期待できる効果が異なるため、大学生の場合は同じようにはい

かないという指摘もあった。参加者の多くは、大学生には同じような方法は通用しないと

いう見方を持っていた。一方、可能性を引き出す契機になるという意見も出された。 
大学生の年齢になると、自然にアイデアが出てくることが少なくなり、そのまま教員に

なることで、同様の子供が再生産される。そのため、「もの」にこだわらずに、「つくる」

ことを大学で実践するべきであるとする意見が参加者より出された。それを踏まえて、山

本氏は、教員が受け持つ子供の数は極めて多いことから、教育大学の現場が変わることで、

子供を取り巻く環境の大きな変化が期待できるとした。 
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第 2 回ものづくりリテラシーセミナー 
講演タイトル： 
「エレン・リチャーズが今の世に伝えるもの―その思想と高等教育カリキュラムの可能性」 
講演者：住田和子氏（元北海道教育大学教授） 
指定討論者：太田弘一氏（技術教育講座教授） 
日時：平成 24 年 11 月 30 日（金）16 時 50 分～19 時 00 分 
対象：本学教職員、学生 
場所：第二人文棟日本語教育演習室Ⅰ（105 講義室） 

 
住田和子氏による講演会「エレン・リチャーズが今の世に伝えるもの―その思想と高等

教育カリキュラムの可能性―」を開催、公衆衛生学の確立とその教育に尽力した化学者エ

レン・リチャーズの思想を踏まえて、高等教育カリキュラムの可能性についてお話頂いた。 

共同体という環境において人間はどのように振る舞うべきか、生活の手段としての道具

をいかに操るべきか、自覚と責任、そして限界を教えることの重要性を、リチャーズの 1910

年の著書『ユーセニクス（Euthenics）』を通じて示された。普遍的な価値として、健康、責

任、予防、安全に関わる問題を抽出、多様な視点を包括する枠組みのひとつとして「いの

ちに及ぼす影響」を強調された。さらに、多様な視点の統合モデルを研究することで、学

びの主役である学生に配慮したカリキュラムを作ることが必須であると指摘された。 

太田弘一教授（技術教育講座）は、STS 教育を基礎とする問題提起は農学の立場として

も共感できるとしたうえで、La 科目の「ものづくりリテラシー」を定義する際には、科学

から自立した技術論をいかに定位させるかが問題となると述べた。その他、様々な立場か

ら意見が出され、「ものづくりリテラシー」の可能性を改めて実感する機会となった。 

 
①講演内容（要約） 
エレン・リチャーズは、複数の科学を統合するにあたり、人間の健康や幸福の追求を哲

学に、それに役立つ科学のあり方を提唱、ヒューマンエコロジー（Human Ecology）を打

ち出した化学者である。リチャーズは『ユーセニクス』（1910）で、人間は有機的な自然、

共同体（コミュニティ）という環境の一部であることを示した。リチャーズの「ホームエ

コノミクス（Home Economics）」の出発点は、同時代のアメリカで自明のものとなった社

会問題にある。20 世紀転換期のアメリカでは、移民問題、カロリー問題、エネルギー問題

など、生活に関わる多くの問題が浮かび上がっていた。その背景には、経済格差による貧

困の問題があった。貧困者は教育を受けることが難しく、基本的な知識を持つ機会がない

ため、問題はさらに深刻化した。そこで、これらの用語すら知らない人々に、知識をどの

ように伝授するのかが、リチャーズの教育者としての活動の根底にあった。 

当時のアメリカでは、貧困、病気、犯罪などの社会問題の本質は、遺伝に起因するもの

であるとし、移民の排斥を推し進める気運が高まっていた。リチャーズが強調したのが、

環境を単なる自然ではなく人間社会を含むひとつの総体として捉え、人為的な環境が人間
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に与える影響を理解することである。20 世紀転換期、科学に関する知識は、大学の研究室

のなかに限定され、大衆に開かれていなかった。さらに、各分野がばらばらに存在してお

り、相互に関わりあうことがなかった。生活改善を理念に諸科学を有機的につなぐリチャ

ーズの取り組みは、1892 年の『ボストン・デイリー・グローブ（Boston Daily Globe）』に

おいて「新しい科学（New Science）」と表現され、学際科学の提唱者として紹介された。 

科学の成果が学術的に正しくても、その選択が適切であったのかどうかは、別の問題で

あることは、近年の原発問題からも明らかである。道具は手段であり、それを操るのは人

間である。道具を扱うことは、自覚と責任が伴う社会的な行為である。人間は、生態系も

しくはエコシステムのなかで生活を俯瞰する力を身に付けるべきである。そうして初めて、

「生命に及ぼす影響」に配慮することができるからである。そこでリチャーズが、自身の

理念の中心に据えたのが、生活の「シンプリシティ（simplicity）」の実現である。この理念

は、単なる物的な環境改善ではなく、簡素な生活を通して精神を開放し、より恒久的なテ

ーマに関心を持つことを志向する。リチャーズが追及した恒久的テーマのひとつが、社会

の持続可能性である。持続可能な社会を実現するには、その限界を知ることが不可避であ

る。環境教育は、単なる自然教育、単なる理科教育ではない。人間に関わるものとして、

関係性、全体性、統合性を理解することで、環境を理解したと言える。 

 つながりや関連が見えないと全体は見えてこない。そのため、大学のカリキュラムを考

える際には、学生がいかに統合できるのかを配慮する必要がある。カリキュラムを設計す

るとき、中心に据えるべきは教育価値である。時代に応じて必要な知識は変化するが、教

育価値は時代に左右されない普遍性を持つべきである。統合の主人公は、学び手である学

生である。学生が統合を実現できるようなカリキュラムを整備することが、今日の大学に

課せられた社会的責任である。リチャーズは、１世紀前に、以上のような問題を提起した。 

 
②質疑応答（要約）：指定討論者 太田弘一（技術教育講座教授） 
応用化学のあり方、学問分野の統合を含めて、理念を重視して人間のあり方を考える考

えに非常に共感を持つ。そのうえで、２点、感想を述べる。 

ひとつは、基礎と応用の関係である。科学は、基礎があって初めて応用が成り立つ。『歴

史における科学』のなかで J.D.バナールは、応用科学は改良をもたらし、基礎科学は革命

をもたらす、ゆえに基礎科学がより重要であるとする科学論を展開している。例えば農学

も、応用科学であることから、基礎科学の下に位置づけられがちである。そこで、基礎科

学を前提としない技術の研究として、技術論という見方が生まれた。「ユーセニスク（優境

学）」は、人間の生活から出発する科学である。それゆえ、基礎科学に従属しない技術論と

つながる可能性を感じた。教養教育の方向性を考えるとき、応用面を含めた技術学を考慮

する必要性を感じている。技術学それ自体が、まだ一般化されていないが、「ユーセニクス」

あるいは「ヒューマンエコロジー」と関連するという思いを強く持った。 

 もうひとつが、STS（科学・技術・社会）の見地から、社会との関わりをどう学ばせるの

かという問題である。原発の今後は、選挙も含めて、社会の体制に深く関わる問題である。

それを扱う場として、教養教育が適しているのか否かは、改めて検討する必要を感じる。 
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第 3 回ものづくりリテラシーセミナー 
講演タイトル：「ものづくりと言語表現の接点」 
講演者：中村秀氏（国立福井工業高等専門学校准教授） 
指定討論者：鎌田敏之氏（技術教育講座准教授） 
日時：平成 24 年 12 月 14 日（金）16 時 40 分～18 時 10 分 
対象：本学教職員、学生 
場所：第二人文棟日本語教育演習室Ⅰ（105 講義室） 

 
国立福井高専准教授の中村秀氏による講演会「ものづくりと言語表現の接点」を開催、

ものづくり教育における国語の役割についてお話頂いた。高専では、一般科目のコマ数が

限られている。そのため、一般教養と周縁技能（専門教養：ものづくり・技術教育、英語、

テクニカルライティングなど）と両方を、いかに効率よく習得させるかが課題となる。そ

こで、教養を身に付けながら周縁技能を習得できるように、どのような実践をしているの

かを、国語の授業を主な事例に紹介していただいた。 
 中村氏はものづくり教育について、技術の知識のみならず、発想力や想像力を養い得る

自由さを伴うべきであり、同時に一般科目も、緩やかな発想で構築する必要があると指摘

された。質疑応答では、鎌田敏之准教授（技術教育講座）を中心に、La（リベラル・アー

ツ）科目を構築する際、どこまでを「ものづくり」として包括できるのか、教養教育のた

めに本学の多岐に渡る専門をいかに生かせるのか、具体的に議論する場となった。 
 
①講演内容（要約） 
 高専では、専門科目からは「周縁技能」の習得が、一般科目からは「一般教養」の習得

が求められる。だが、専門科目と一般科目は、完全に切り離された存在ではないと考えて

いる。そこで、「一般教養」と「周縁技能」を弁別したうえで統合することを、授業および

（福井高専の）プロジェクトを通じて試みている。 
高専は、学習指導要領の縛りがないため、授業だけではなく、指導過程それ自体も、実

験的に取り組むことができる。そこで、「一般教養」と「周縁技能」を統合することを、国

語の授業を通じて試みてきた。その一例となるのが「文の時間を測ろう」である。文章が

どれだけの時間を表しているのかを、グラフにしたり表にしたりエクセルで解析したりす

る。文章の数値化は、国語に対する意欲が低い工業系の学生の関心を引き付ける契機とな

る。また、文章を書くことが出来ない学生の力を引き出すために、マニュアルの文章を書

く作業を取り入れている。電子機器や機械ではなく、無意味なマニュアルを書かせるため、

学生は自由な発想で、かつ細かい観察や分析をすることが求められる。そのため、文章を

書くのが苦手な学生が書く作業に没頭するなど、効果が見られる授業のひとつである。 
文章を書くにあたり、とくに意識させるのが、「描写」と「説明」という対立概念である。

1 年生には物語的文章、2 年生には随想的文章、3 年生には論理的文章を書かせる。1 年生

が取り組むのは、グループによるリレー小説である。どんな登場人物を登場させるのか、
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いかなるストーリーにするのか、みんなで議論をしながら書かせる。2 年生になると、『枕

草子』のような随想的文章を書かせる。ここでは、単にストーリーを組み立てるだけでは

なく、自分の考えや感性を出していくようにする。3 年生で、論理的文章、いわゆる論文

を書かせる。この段階で、学生は、自分の意見に基づく文章を書くことになる。 
レポートを書く力を身に付けるため、「描写」だけで文章を書く課題を与えている。この

とき学生は、意見や感想は書かずに、事実だけを抽出して書かねばならない。採点は、「描

写」をしているか否かを基準に行う。小学校や中学校で書く作文のほとんどは感想文であ

る。だが、専門教育では、実験の手順や結果が出るまでのプロセスなど、事実を記しなが

らレポートを執筆する。そこで、「描写」と「説明」との間にある違いを意識化させ、最終

的に、論文を書いたりマニュアルを書いたりする力に結びつくように配慮している。 
テクニカルライティングのような周縁技術のみならず、古典文学も、ものづくりに必要

な創造性を学ぶ題材となる。『枕草子』の第一段「春はあけぼの」は、一般的な見解に譲歩

しながら、独自の見解を押し出していく。このような構成は、論文を書くときの基本形で

ある。さらに、既知の成果をもとにして、未知の知見を積み上げ、新たな地平を開いてい

く『枕草子』の文章表現は、ものづくりの本質に通じるものである。 
 ものづくり教育は、「技術者教育」あるいは「技術教育」に相当するが、「ものづくり」

と和語で書かれていることに意味がある。ものづくり教育は、「この範囲まで」と限定する

べきものではなく、曖昧な境界、揺らぎのような自由さを含むことを意図している。もの

づくり教育に、技術的な知識や理論の習得だけではなく、発想力や想像力、自己創出を含

めた創造を含めていくことを、（福井高専の）プロジェクトを通じて試みた。このとき、細

胞が代謝しながら、外部に働きかけると同時に自らもシステムとして成長していく「オー

トポイエーシス（autopoiesis）」という生物学の概念を取り入れた。一般科目の内実も、も

っと緩やかな発想で構築していくべきである。そして、学生の自己創出を助けるために、

もっとも大事なのが、「自由」と「ボーダレス」と両方を保証することであると考えている。 

 
②質疑応答（要約） 
 質疑応答で、まず指摘されたのが、創造的な課題に対して、どのように評価をすればい

いのかという問題である。創造的な行為を数値化すると、大事な部分が見落とされる危険

性がある。この問題について中村氏は、数値化できない部分を評価したい気持ちが絶えず

あることを前提に、高専は技術者の養成をミッションとするため、教養科目と専門科目と、

どちらの要請に基づき決定するべきかという問題に直面するとした。そのため現段階では、

課題や状況に応じて、学生の学びの過程を踏まえながら、評価をしていると述べた。 
 加えて「物質的なものづくり」と「人間的なものつくり」との間に、どのような差異を

見出しているのかという質問が出された。それに対して中村氏は、形あるものを組み立て

る「物質的なものづくり」に対して、音楽、詩、絵、小説などの創造行為を「人間的なも

のつくり」に区分したと述べた。言語はものづくりのアナロジーとなり得るため、物理的

な制約により実際にものづくりが出来なくても、言語活動を効果的に取り入れることで、

作る心の共通部分を養う、あるいは味わうことができるのではないかと指摘された。 
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科学リテラシーセミナー 
 

長谷川 詩織 
 

１．開催概要 
本セミナーは、学生に映画鑑賞をする場を提供することで、自然科学に対する関心を高

めてもらうこと、および、プロジェクトの科学リテラシーに関する研究を進めることを目

的に開催した。学生が映画のどのような点に関心を持ったのか、あるいは、理解できなか

ったのかを把握し、プロジェクトのリテラシー研究（定義およびリテラシー・マップ作成）

に反映させることを想定して企画をした。映画を上映する前に、プロジェクトメンバーの

高橋真聡教授（理科教育講座）が、映画に登場する自然現象について簡単な説明を行い、

自然科学の見地から映画を見るポイントを示した。そして、上映後に、どのようなことに

関心を持ったのかなど、コメント・シートに記入をしてもらう流れとした。 
 
２．実施報告 
第１回科学リテラシーセミナー 

内容：宇宙をめぐる過去／現在／未来『2001 年宇宙の旅』DVD 上映会 
日時：平成 24 年 6 月 22 日（金）17 時～19 時 30 分 
対象：本学教職員・学生 
場所：自然科学棟 538 教室 

 
映画『2001 年宇宙の旅』（1968）は、1969 年のアポロ 11 号の月面着陸の一年前に公開

された作品である。そこで、映画の宇宙再現と実際の見え方の違いなど、授業で得た知識

と照らし合わせながら、映画鑑賞をすることを参加者に促した。 
 伝染病、人口、技術（とくにコンピューター）など、現在の世界を取り巻く問題も多く

含まれており、参加者はそれぞれの見地から関心を深めていた。映画の物語構造は極めて

難解で、一度の鑑賞で全ての真意を解き明かすことは困難であったことから、上映後にみ

んなでディスカッションを行うなど積極的な姿勢が見られた。参加者の関心の方向性を探

るためにコメント・シートを作成、上映後に記入・提出をしてもらった。 
 
宇宙開発技術 スペースコロニーが 45 年ほど前に考えられていた点 

宇宙開発技術 コンピューターが感情を持って動いていた点 

人口知能技術 HAL の論理記憶端子／HAL が異常行動を起こした理由 

人間・生命 宇宙という人の理解を超える事象を考え触れることで人は何を感じるのか 

環境・生命 人が地球に生かされている点／将来の人間と機械の関係人類の可能性／生命の神秘 

（コメント・シートより抜粋） 
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第 2 回科学リテラシーセミナー 
内容：人体のコズモロジー『ミクロの決死圏』DVD 上映会 
日時：平成 24 年 7 月 6 日（金）17 時～19 時 
対象：本学教職員・学生 
場所：自然科学棟 538 教室 

 
『ミクロの決死圏』（1966 年）は、物質の縮

小技術を使って人間が人体のなかに侵入、脳内

出血の治療を完了するまでの過程を描いたＳＦ

映画である。当時の最新の情報を活用して人体

の内部を再現しているため、人体模型や人体解

剖図では得られない血液や細胞の動きの迫力を

感じ取ることができる。そこで、自分が持って

いるイメージと映画の再現との間にある違いを

意識して鑑賞するように促した。 
上映後に記入してもらったコメント・シート

によると、参加者はとくに、映画で再現された

血液の形や色に驚きを感じたようである。自然

科学の「現象」が、映画に登場することに対し

て、一定の関心が示された。だが、その描き方

が正しい描写であるのか、問い直す姿勢が見ら

れたとは言い難い。映画のフィクション性を意

識し、描写に対して疑うことで、自ら調べるな

ど能動的な学習につなげる必要性を感じた。 
 
人体 血液が様々な色で表現されていた点が意外だった 

人体 赤血球が赤いのは分かるのだが、静脈と動脈でこれほど色が違うのかと感じた 

縮小技術 小さくなることができるのなら反対に大きくすることもできるのではないかと思った

物語 女の人が抗体に襲われて苦しんでいる様子 

物語 早く逃げようとした人が白血球に食べられてしまった点 

（コメント・シートより抜粋） 

 
第 3 回科学リテラシーセミナー 
内容：「ＩＦ～」の世界を支える科学『バック・トゥ・ザ・フューチャー』DVD 上映会 
日時：平成 24 年 7 月 20 日（金）17 時～19 時 30 分 
対象：本学教職員・学生 
場所：第二人文棟 109 教室 

『ミクロの決死圏』のコメント・ペーパー 
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『バック・トゥ・ザ・フューチャー』（1985 年）は、1955 年にタイム・スリップした青

年マーティと高校生の父母との交流を描いたアメリカ映画である。映画に登場する科学的

視点として、タイム・スリップの論理に注意をして鑑賞をすることを事前に促した。 
コメント・シートによると参加者は、プルトニウムをエネルギーとした点、落雷を次元

移転装置の電力とした点に関心が向かったようである。文系の学生の参加を促すために、

会場を第二人文棟で行ったが、参加者は全て理系の学生であった。自然科学に対する関心

を高めるという本セミナーの趣旨を鑑みると、文系学生の関心を引き付けるための工夫が

いっそう必要とされると感じた。 
 

熱力学 プルトニウムをエネルギーにするという視点 

自然エネルギー 落雷を次元移転装置の電力としたところ 

技術開発 2015 年まであと 3 年だが車はいつ空を飛ぶのか 

技術開発 昔の SF 映画で、すでに携帯電話を予言していた点 

（コメント・シートより抜粋） 

 
第４回科学リテラシーセミナー 
内容：震災空間の地球科学『日本沈没』（2006）DVD 上映会 
日時：平成 24 年 10 月 12 日（金）17 時～19 時 30 分 
対象：本学教職員・学生 
場所：自然科学棟 538 教室 

  
『日本沈没』は、1973 年に小松左京により書かれた小説の映画化で、今回は 2006 年版

を上映した。地殻変動により日本が沈没するという結果が、地球物理学者の調査により明

らかにされ、その後、火山噴火や地震が続けて起こったため、日本人は外国に脱出をする

ことを余儀なくされる。同作品では、気象の変化や地震のメカニズム、観測に基づく地震

予知、沈没を免れる方法が、地球科学を専門とする物理学者を通じて語られる。それらを

通じて、自然現象の物理法則および防災の必要性について学ぶことができる。 
日本沈没という究極の状況を背景

に、「愛国」「自己犠牲」「忠誠」等の

理念が、主人公が決断をするプロセ

スに凝縮されている。そのため、同

作品を教材とする場合、単に自然現

象を学ぶだけではなく、映画の物語

上の特性について、各自、考えても

らうことも必要であると感じた。 

『日本沈没』の告知ポスター 
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Ⅲ リベラル・アーツ型教育の構築に向けて 
 

 



 



リベラル・アーツ型教養科目（La）の背景と概要 
 
背景：市民教育（citizenship education）としてのリベラル・アーツ型教養教育 

 
本プロジェクトは「リベラル・アーツ型の教養教育」（以下、La 科目）を探求するにあ

たり、前年度は米国のリベラル・アーツ・カレッジで行なわれている教育、特にすべての

専攻の学生に共通の「一般教育」の理念について調査した。その結果、本学における La
科目を市民、多文化、科学、ものづくりの「４つのリテラシー」に区分した。そして、「８

つのジェネリック・スキルの育成」を目指した教育方法を重視するに至った。それらを踏

まえて本年度は、La 科目の原則をより具体に示すことで、教員養成系大学の特性を活かし

た、本学のリベラル・アーツ型教育の構築に向けた研究を深めることを目標とした。ここ

ではまず、La 科目を構想するに至った背景を確認する。次に、各科目カテゴリーの教育内

容と教育目標について述べる。そして、その意義と可能性について示す。 
本プロジェクトは、「民主主義社会を支える良き市民（good citizen）」1を育成するため

の教育を、La 科目を通じて実現するべきであると考える。本学は、教員養成系大学である

ことから、学生の大部分は教員を目指している。教員の役割は、未来の市民である子供た

ちを育成することにある。良き教員であるためには、第一に、主権者としての良き市民で

あることが求められる。それゆえ、教員養成系大学において、良き市民とはどうあるべき

かを絶えず考え、自らを振り返り、その理想像を追求しながら行動に移す姿勢を持つ人材

を育成することが、とりわけ重要である。そのとき、広い視野を持って状況を見渡し、地

球規模の問題に自覚的に取り組む力、複雑に絡み合った事象を読み解き、異なる考えや価

値観を調停しながら、問題を解決する力を持つことが不可欠である。このような力を備え

た人材が、「民主主義社会を支える良き市民」であると考え、そのような市民を育成するた

めに、どのようなカリキュラムが理想的であるのか、いかなる教育方法が有効であるのか、

プロジェクトを通じて研究を進めている。 
本プロジェクトは、「民主主義社会を支える良き市民」を、主に３つの観点からとらえて

いる。（１）社会に潜む課題を発見し、それを解決するために主体的に取り組むことができ

る、主権者としての自立性を備えた市民。（２）社会の問題を解決するために、互いに連携

し協働できる市民。（３）現状に問題があれば、それをより良くするための想像力あるいは

構想力を持つ市民。以上の 3 つの観点を総括すると、現状の問題について適切に対応し、

未来の理想的な姿を構想し、実現に向けて行動できる主権者が、「民主主義社会を支える良

き市民」である。 
 民主主義社会の構成員として市民は、個人の利益や理想を追求しながら、同時に公共社

会に参画することが望まれる。経済やメディアのグローバル化に伴い、市民が参画する公

共社会は、国境を超えた地球規模のものとなり、国内的な問題として限定することはもは

                                                  
1 この概念およびこの節全体の内容は、平成 22 年（2010 年）日本学術会議回答「大学教育の分野別質保証の在り方

について」第二部「学士課程の教養教育の在り方について」を参考にしている。また La 科目の構想は、全体として、

本学における従前の教養教育の理念を継承したものでもある。 
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や不可能である。雇用形態のグローバル化は、人的な移動も促した。その結果、異なる文

化や価値観を持つ人々が国内に流入し、多文化状況が進展した。そのような状況下、公共

社会は、複数の価値観が共存できる、誰に対しても開かれている場であることがとりわけ

重要となる。排除される危険がない場であって初めて、立場や背景が異なるもの同士が、

社会の問題について議論をし、個人の価値観を尊重しながら、共生するための方向性を探

ることが可能となる。 
 個人の自立性を認め、平等意識に基づいて共生できる社会を実現するためには、「批判」

が健全に機能する必要がある。ここで「批判」とは、単に他者の間違いを指摘し考えを否

定することではなく、ものごとを鵜呑みにせず自明性を疑い、知的に誠実に吟味すること

を意味する。さまざまな情報が氾濫するなか、批判する力を持ち、メディアの情報を鵜呑

みにするのではなく、情報の性質や精度を多角的に吟味し、複眼的に物事を見ることがま

すます重要になってきている。そこで求められるのが、先入観や専門的な知識のみに依拠

することなく、情報の性質を見比べ正しさを判断し、さまざまな立場の違いを理解し、価

値観を調停しながら、共有可能な方向性を思考できる市民の育成である。このような視点

を持つことで、本来の意味での批判力が発揮され、建設的な議論のうえに、よりよい社会

を築くことができる。 
個々の差異を認め、対等な関係を築きながら、問題の解決を図ることができる人材とな

るには、自らの考えを絶対視することなく、物事を複眼的に見る力を持つことが不可避で

ある。どのような問題が地球規模で生じているのか、考え方の違いの背景にいかなる歴史

があるのか、衝突を解決するためにどのような方法が有効なのかを学んでいる必要がある。

自分の専門に限定されない、さまざまな研究領域の基本的な知識やアプローチ方法を知る

ことは、学術的な知見に基づいた複眼的な視点を獲得するための出発点となる。それゆえ

La 科目を構成する「４つのリテラシー」は、研究領域（ディシプリン）よりもむしろ、問

題の所在あるいは対象へのアプローチ方法の違いにより区分されることが望まれる。「４つ

のリテラシー」から 3 つを横断的に履修することで、異なる研究領域の問題意識やアプロ

ーチに触れることができる。複眼的な視点を獲得し、多様な立場や価値観を相対化できる

力を身に付けた、「民主主義を支える良き市民」を育成するための基礎を作ることが、La
科目の目標である。 

 
概要：４つのリテラシーとジェネリック・スキルの教育 

 

 まず、平成 25 年度から実施される新教養科目における位置づけについて述べる。本プ

ロジェクトが関わる新教養科目の改編は、共通科目全体の改編の一部をなす。共通科目改

編の趣旨は、スリム化、精選化である。単位数全体として 29 単位から 25 単位に縮減され

る。それとともに、初年次演習が新規に導入され、従来教養科目と分類されてきたものか

ら、憲法が独立し、新教養科目は 6 科目 12 単位の選択必修科目となる。この新教養科目

は、「リベラル・アーツ科目」（La 科目）と、その他の 3 科目からなる。La 科目は４つの

リテラシー科目（学生はそのうち 3 科目 6 単位を選択する）からなる。その他の 3 科目は
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「基本概念」（Lb と略称する）、「現代的課題」（Lc と略称する）、「感性創造」（Ld と略称

する）にカテゴリー分けされる。以下、La 科目が目指す「４つのリテラシー」と「ジェネ

リック・スキルの教育」について説明をする。 
 
４つのリテラシーの教育： 

新教養科目において構想されている市民教育としての La 科目は、以下に示すポンチ絵

のように、大きく重なり合った二つの部分からなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
まず、La 科目の大枠となるのが、「良き市民のためのリテラシー（literacy for good 

citizen）」である。その構成要素となるのが、「４つのリテラシー」である。これは、「市

民リテラシー（civic literacy）」「多文化リテラシー（multicultural literacy）」「科学リテ

ラシー（science literacy）」「ものづくりリテラシー（manufacturing and craft literacy）」
の４つにカテゴリー化されている。それらは、それぞれ独立したものではなく、部分的に

重なり合っていると想定する。「リテラシー」を字義通りに解釈すると「識字」を意味する。

だが、ここで使われる「リテラシー」の意味は拡張的なものである。その背景にあるのが、

経済協力開発機構（OECD）が組織したプロジェクト PISA（Programme for International 
Student Assessment「生徒の学習到達度調査」）の取り組みである。PISA は、生徒の学

習到達度調査において、「読解リテラシー」「数学的リテラシー」「科学的リテラシー」の三

つを提示し、「リテラシー」という用語を、「評価しようとする分野の知識、技能、能力

 
※平成 25 年度から実施される新教養科目は、７つの科目カテゴリー（上記以外は「基本概念」「現
代的課題」「感性創造」）で構成されている。本来は、７つの科目カテゴリーを想定して初年次教育
から専門教育に至る流れを図式化する必要があるが、ここでは、La 科目に限定している。 
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が幅広い概念であることを表す」ために用いている2。本プロジェクトにおいても、一般市

民として現代社会のさまざまな問題に対応するために必要な一定の分野の基本的な「知識」、

「思考」、「概念」を「リテラシー」と見なし、幅広くとらえている。 
そこで重要となるのが、「４つのリテラシー」の教育における「ジェネリック・スキル

（generic skills）」の育成である。「ジェネリック・スキル」とは「大学生としての知的活

動だけでなく、社会及び職業生活を生き抜くためにも必要とされる汎用的技能」を意味す

る。その中には、思考及び表現などの自己に関わる能力だけでなく、対話力やチームワー

クなどの対人的なスキルも含まれる。本プロジェクトでは、８つのジェネリック・スキル

の要素を分類して提示する。この８つのジェネリック・スキルは、「民主主義社会を支える

良き市民」に不可欠の能力でもある。大学においてこれらのスキルは、学問領域に即した

授業における学習を通して涵養され、異なる知識や対象へのアプローチを認識し相対化す

るための力となる。また、学問領域の特性に応じて、コミュニケーション力、対話力など

の対人的能力も育みうる。さらに、アクティブ・ラーニングの手法を取り入れることで、

課題解決力、チームワークなどの協働的なスキルを伸ばすことも期待できる。こうしたジ

ェネリック・スキルの涵養は、初年次教育でのスタディ・スキルの修得などを土台とし、

教養教育、専門教育における学生の発展的な成長を導きうる。 
次に、「４つのリテラシー」が、どのような問題意識のもと区分されているのか、各リテ

ラシーでいかなる知識や方法を身に付けることができるのか、その概要を述べる。 
 

市民リテラシー（Civic Literacy）： 

市民リテラシー（civic literacy）は、「良き市民のためのリテラシー」と重なり合う要素

が強いが、完全に同義ではない。ここで、とくに力点が置かれるのが、市民社会の構成員

としての活動の基盤となる、政治、経済、法律などの社会科学的なリテラシーである。現

在の社会が直面している問題を、政治、経済、法律の観点から読み解き、社会に潜んでい

る課題を発見するのみならず、その解決策を思い描く構想力を身に付ける。社会の仕組み

を説明するための概念や用語を知り、問題を解決するための手がかりを学ぶ。持続可能な

社会の実現に向けて、実際に行動に移すことができるような、知見や関心を養うための基

礎を作る。 
 

多文化リテラシー(Multicultural Literacy)： 

 グローバル化した市民社会で求められるのは、個人の文化的背景や価値観を理解し、そ

れを尊重しながら、文化間で摩擦が生じたときに調停する力を持つことである。誰に対し

ても等しく「開かれていること」とは、健全な市民社会を営むための前提である。グロー

バル化に伴い、異なる文化や価値観を持つ人と、共に生活をしたり協同したりする機会が

増えた。そのような状況下、市民は主権者として、自らの文化的なバイアスから逃れ、さ

まざまな立場から物事を見る力を持つことが求められる。そのとき、「自己」を客観的に見

                                                  
2 PISA のリテラシーは、並行する OECD のプロジェクト「DeSeCo（Definition ＆ Selection of Competencies ; 
Theoretical & Conceptual Foundations コンピテンシーの定義と選択：その理論的・概念的基礎）」において提示され

る「キー・コンピテンシー」の一部をなす。 
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ると同時に、「他者」を理解し受け入れる資質が必要となる。そのために必要な知識と方法

を習得することで、異なる文化や価値観を否定することなく共生できる健全な市民社会の

構築が促される。 
 
科学リテラシー(Science Literacy)： 

現代社会は、高度な技術に依存しており、もはやそれなしの生活を考えることはできな

い。しかし、近年の大地震や原発事故は、科学技術に依存していた社会の限界を露呈させ、

社会にとっての科学技術を改めて考える必要性を喚起した。そこで求められるのが、自然

界がどのような仕組みにより成立しているのか、そこで人間がいかに関与しているのか、

一度、自然科学の基礎に立ち返り再考することである。人間が生活をする地球の歴史や諸

現象のメカニズムを、自然科学の知見を通じて学ぶことは、科学と社会との関わりを理解

するための基礎となる。 
 
ものづくりリテラシー(Manufacturing and Craft Literacy)： 

 リベラル・アーツの語源を辿ると、古代ギリシアの「労働からの自由」を獲得した非奴

隷たる市民という理想に行き着く。一方、ものづくりは、労働と不可分に結びついている。

そのため、一見すると、労働からの自由を謳うリベラル・アーツの理想と相容れない。し

かしながら、ものをつくる行為を通じて、その基礎的な概念や技能を学ぶことは、労働の

根源的意味を問い直すのみならず、生産、消費、流通など複雑化した社会を理解すること

を助ける。すでに習得している知識を、経験を通じて確認し、それを具体的な知識に高め

ていく。ものづくりのエッセンスを言語化する力を身に付けることは、生活の基礎から社

会の全体像を理解し、自らを取り巻く複雑な社会を読み解くための基礎となる。 
  
ジェネリック・スキルの教育(Generic Skills)： 

それぞれの学問分野の語彙や知識を学んでも、それを応用する力を身に付けていなけれ

ば、日常生活や職業生活のなかで活かすことは難しい。そこで本プロジェクトは、La 科目

を支える教育方法として、８つのジェネリック・スキルの育成を重視する。これら８つは

一人の人間の中で統合されており明確に分かたれるものではないが、それぞれのスキルの

育成を意識化できるように便宜上分類している。 
ジェネリック・スキルの育成を重視する教育においては、学生が単に知識を記憶するの

ではなく、自ら考え、行動することを促すアクティブ・ラーニングの手法を取り入れた授

業が望まれる。従来型の教育では、教員が自らの専門を一方的に教授する知識伝授が主だ

ったが、ジェネリック・スキルの涵養を促す授業においては、学生が何を学び、その結果、

何ができるようになったのかという学習成果を重視する。La 科目では、学生が各リテラシ

ーの授業でカテゴリーに即した内容や思考方法を学習する中で、ものごとを鵜呑みにせず

情報を吟味し、自ら問題を発見し、その解決に向けて主体的に取り組むことを促すジェネ

リック・スキルの育成を促す授業方法を推奨する。学生は、アクティブ・ラーニング型の

授業で知識を真に吸収することで、理想的な市民社会の実現に向けて積極的に参画する基

礎を構成しうる。 
（LA プロジェクト） 
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市民リテラシー（civic literacy） 
 
定義 

市民リテラシーとは、法的・経済的・政治的に高度に発達した社会において、市民とし

て責任を持って生きるために必要な基本的情報・概念・技能を知り、主権者として自ら

の属する社会に積極的に参画し、変えてゆくことができる知識・能力のことである。 

 
説明：「市民リテラシー」を通じて学ぶこと 
 
「リベラル・アーツ型の教養教育」（以下、La 科目）における 4 つのリテラシーは、す

べて「良き市民であるためのリテラシー（literacy for good citizen）」を身に付けることを

目標としている。そのなかで、主権者として、自ら属する社会の維持と改良に積極的に参

画するために必要な知識・能力を、「市民リテラシー（civic literacy）」と位置付けている。 
現代社会は、法的・経済的・政治的に高度に発達しており、社会の仕組みや問題を理解

することが困難になっている。社会の仕組みや働きを抜きにして、生活をすることはでき

ない。個人の権利を最大限に尊重し、同時に、社会が持続的に発展をするために、社会の

仕組みと衝突の原理を理解することが不可欠である。 
持続可能な社会を実現するために、市民は主権者として、自覚を持って社会に参画する

ことが望まれる。そこで、社会の複雑さを読み解くための知識と、内在する問題を発見し

解決する能力を身に付ける必要がある。そこで特化するのが、政治、経済、法律など社会

科学領域の知識である。さらに、社会に参画し問題を解決するためのノウハウを含む。そ

うすることで、現状を変えて行くために、どのような手段をとることができるのか、同時

に考えることができる。 
具体的には、民主主義という統治理念、および、国民を主権者とする統治原理について

知る。現行の政治制度を確認し、どのようなメカニズムで運営されているのかを学ぶ。単

に知識として知るだけではなく、現状の制度についての問題点に気付くことが重要である。

そこで政治がどのように動き、どのような政党がいかなる主張をしてきたのか、政治運動

の動向も含めて歴史的に見ていく。社会を動かす複数の価値観を理解し、それらを相対化

することで、自らの考えを育むことにつながる。 
経済の原理および法則を学ぶことは、グローバルな経済活動のなかで日本がいかなる立

場にあるのか、国際化された企業の経済活動が、どのような恩恵をもたらし同時に格差を

助長したのか、改めて考えるきっかけとなる。制度のあり方について問い直す姿勢を持つ

ことで、ジェンダーやルーツに起因するさまざまな差別に気づき、自らを取り巻くバイア

スを意識できるようになる。 
法律、非営利活動、ボランティアの可能性を探ることで、問題を解決するための手段を

見極め、よりよい方向に是正するために働きかける力が育まれる。社会の仕組みを歴史的

に見たり、国家間で違いを比較したりすることで、自らが属する社会がどのようなメカニ
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ズムで成り立っているのか、客観的に見直すことができる。それは、市民は主権者として、

どのような選択・行動ができるのかを判断し、解決に向けて行動をするための土壌となる。 
 
背景：なぜ「市民リテラシー」が求められるのか？ 
 
本学の La 科目は、「良き市民」を育成するための「リテラシーとジェネリック・スキル

の教育」に重点を置いている。この構想の背景にあるのが、東欧革命以降の先進国で発達

した「市民社会（civil society）」の理念である。ここで言う「市民社会」とは、ドイツの

社会哲学者ユルゲン・ハーバーマスの言葉を借りれば、政治システムとしての国家（官僚

制）と経済システムとしての経済社会（企業・市場）と両方から相対的に独立した、生活

世界としての第三の領域を指す。「討議（deliberation）」を通じて公共の合意を形成し、

国家と経済と両方のシステムに一定の影響を与えることが、市民社会の存在意義である。 
現代の私たちの生活は、政治、経済、法律、教育、福祉など、多くの制度によって支え

られている。そのため市民は、主権者として、政治の動向を国際関係も含めて理解するこ

とが望まれる。経済のグローバル化は、日本のみならず世界に波及的な影響を与える。そ

のため、国際的な視野を持って、経済のメカニズムを知ることが不可欠である。社会保障

のあり方は、少子高齢化や経済格差など、身近な問題に引き付けて考えるきっかけとなる。

地球規模の環境破壊は、私たちの生活にさまざまに影響を与える。そのため、これらの問

題の所在を理解し、その複雑な絡み合いを読み解く力が、今後いっそう必要となる。 
日本では、「市民社会」への意識がまだまだ低いと言われがちであるが、市民参加型の活

動を通じて社会のあり方に対して異議申し立てをしたり、住民投票等を通じて政策決定の

プロセスに参与したりする機会が着実に増えている。それゆえ学生は、大学から社会に出

たとき、意思決定に迫られる状況にさまざまに直面する。それにも関わらず、問題意識を

持ち適切に判断をするために必要な知識と、それを応用する能力を養う機会を十分に得て

いないのが現状である。 
社会の公共的課題に対して、立場や背景の異なる他者と連帯しつつ問題に取り組む姿勢

と行動力を備えた「良き市民」を育成することは、大学の教養教育の使命のひとつである。

異なる立場にある者と討議をしながら意見を調停し、少数派の意見を排除することなく、

合意を形成する力を身に着けるために、さまざまな文化や価値観に触れる機会が多い大学

は最適の場である。そこで、社会の仕組みを知り、問題解決の方法を学ぶ「市民リテラシ

ー」が一定の役割を担うと考える。 
 
目標： 
・民主政治の歴史と、そこでの日本の位置を、相対的に知っている。【知識】 
・経済の仕組みをグローバルな視座で見渡し、恩恵と格差を複眼的に把握できる。【理解】

・現行の政治制度の仕組みや動向を知り、その問題点とあるべき姿を提示できる。【技能】

・日本社会に潜む不平等に気づき、それを是正しようとする態度を持つ。【態度】 
（LA プロジェクト） 
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多文化リテラシー（Multicultural Literacy） 
 
定義 

多文化リテラシーとは、国籍・エスニシティ・ジェンダー・宗教・地域などの相違に根

差す「他者」の価値観とその背景にある歴史や文化を学びつつ、「自己」の価値観の根

底を問い直し客観的に捉えることのできる能力を指す。 

 
説明：「多文化リテラシー」を通じて学ぶこと 
 
社会のグローバル化が進み、国境を越えた移動が頻繁に見られる現代において、異なる

価値観や文化、そしてそれに基づく行動様式をもつ人々が、居住地や職場など同じ共同体

の中で暮らしたり仕事をしたりする機会が増えている。そのような状況下、平等意識に基

づき価値観や文化の違いを尊重しながら共生をするために、「他者」を理解することの重要

性が高まっている。 
ここで「他者」というとき、外国人に限定するのではなく、より拡張的に用いている。

日本国内でも、地域にはそれぞれ固有の伝統があり、都市部に目を向けると、地方とは異

なる生活スタイルや人間関係が営まれている。男女の社会的な位置をさまざまに規定する

ジェンダー規範、さらに人間関係の築き方やメディア環境に対する世代間の差異を理解す

ることも不可欠である。日本／外国という二項対立にとらわれることなく、社会に潜むさ

まざまな差異を理解して初めて、「他者」を理解したことになる。 
文化的背景が異なる者同士が互いを理解し合うためには、例えば相手が外国人である場

合、ただその国の言語や文化をたくさん知ればいいというわけではない。重要なことは、

日常的な行動の背景にはどのような価値観があるのか、それがいかなる歴史的な経緯を経

て形成されたのかを併せて理解することである。例えば、家族が持つ意味や、学校で受け

てきた教育内容、ジェンダー規範や宗教を含めた死生観など、価値観を形成する諸要素を、

相手の立場に立って理解することが重要である。そうすることで、私たち（たとえば日本

人）がどのように見られているのか、客観的に捉え直すことができる。 
このような観点から、異なる文化について学び、その背景を分析する力を身に付けなが

ら、「自己」の価値観や行動様式を問い直し、それを多様な文化のなかに位置づける。最終

的に、「他者」を理解する方法を学ぶことで、文化の違いからくる摩擦の原因を認識し、コ

ミュニケーションを通じた解決を目指す態度を身に付けることが、多文化リテラシーの目

標である。 
 
背景：なぜ「多文化リテラシー」が求められるのか？ 

 
 社会のグローバル化を象徴する出来事の一つが、ケネディ大統領暗殺事件である。1963
年のアメリカで起こったこの事件はすぐに日本のテレビで報道され、メディアを通じた国
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境の消滅を予感させた。今日では、国境を超えた移動や定住は珍しいことではなく、また、

インターネットを通して海外在住者とコミュニケーションをすることは勿論、海外から情

報を入手することも容易となった。その結果、近所の小学校よりも、外国の小学校の年間

行事のほうが詳しく分かるという事態もありうるのである。 
グローバルな視座から文化を理解するとき、国家や民族の差異に由来する、ジェンダー

規範の違いに直面することも少なくない。どのような宗教や伝統に基づいているのかで、

男女の関係性、役割、地位が異なり、それが衣装や儀式など文化様式に反映する。日本の

地域を見ても、方言のように言語体系が違うだけではなく、継承されている伝統や価値観

が異なる。世代に応じて、体験している出来事や価値観が違うため、会話が十分に成立し

ないこともある。自分では当たり前であると思っても、立場が変わるとそれが通用しない、

あるいは非常識となり、それが思わぬ衝突の原因となる。 
そのため、事象を表面的に知るだけではなく、「自己」と「他者」の違いを理解し、それ

をグローバルな視野で捉え直すこと、すなわち背景にある文化や価値観に配慮する姿勢が

大切となる。メディア報道が必ずしも中立的である保証はなく、また、不確実な情報がイ

ンターネット上で氾濫している。情報がグローバル化するに従い、外国の事情をより的確

に理解することが、ますます求められる。地域紛争や国内の文化摩擦の背景にどのような

要因があるのか、いかなる認識の違いが生み出されているのか、それらが私たちの生活に

どう関わっているのか、情報を適切に収集する必要がある。書かれている内容を理解する

ためには、資料や文献を読解する力、メディアの情報を読み解く力が不可欠である。 
本学が位置する愛知県は、県単位としては日本語指導を必要とする外国籍児童生徒の数

がもっとも多く、特にブラジル出身の人たちが数多く住んでいるため、公園や公共施設に

行くと、ポルトガル語の案内表示がある。このような環境は、私たちに文化の違いや国家

間の関係に関心を抱き、表面的な知識を超えて深く理解する機会を提供してくれる。本学

の学生は、将来、学校現場を始めとする職場や居住地域で、多文化共生社会の実現に貢献

することが強く期待されている。そのため、身近な問題に引き付けながら「他者」を理解

し「自己」を問い直す姿勢を身に付けることは、大きな意義を持つ。 
 
目標： 
・身近にいる外国人が置かれている状況に関心を抱き、彼ら・彼女らの行動様式や価値

観と、その背景にある歴史や文化を知っている。【知識】 
・外国やエスニックな文化に対する自己のイメージや、メディアを通じて得た断片的な

情報に疑いを持ち、信憑性に基づいて文化の差異を把握できる。【理解】 
・特定の文化、例えば外国やエスニックな文化に関わる情報を、学術的な手段を通して

収集し、それらを比較分析する学習方法を身に付ける。【技能】 
・地域、ジェンダー、世代の相違に由来する価値観の違いを理解し、適切にコミュニケ

ーションを図ろうとする態度を持つ。【態度】 
 

（LA プロジェクト） 
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科学リテラシー（Science Literacy） 
 

定義 

科学リテラシーとは、自然科学分野における基本的現象を認識し、その検証のための実

験・推論の方法論を身に付けた上で、事象や情報を科学的知識・手法により分析し、客

観的立場から解釈し体系化する能力のことである。 

 

説明：「科学リテラシー」を通じて学ぶこと 
  

自然科学とは、自然界における観測可能な対象を取り上げ、その法則性から自然の成り

立ちについて理解を深める学問である。自然科学の学びにおいては、先人たちが自然現象

をどのように理解したのかを知り、そこから導き出された基本原理や概念を理解したり批

評したりできるようになることが重要となる。また、身近な自然現象を、自ら適切な手続

きを踏んで観察・観測し、そこで得られたデータを客観的に分析・統合する力を身に付け

ることも重要である。この科学のリテラシーに立脚してこそ、多様で複雑な自然の姿、宇

宙の大局的構造、物質の微視的構造等について、正確な描像を得ることができるようにな

る。科学分野の基本的知識の習得と、それに裏付けられた正しい論理的思考の実践により、

未知の新たな問題に対しても自己矛盾の無い推論（あるいは予想）が立てられる。 

自然科学で学ぶべき項目・意義としては、具体的には以下のものが挙げられよう。地球

上では気象変化や地震など様々な自然現象が生じているが、そのなかで多様な生命がいか

に生存し、今日どのような問題に直面しているのか知ることができる。宇宙の大局的構造

を理解することで、宇宙がどのように生まれ今日に至るのか、人間を含む生命の起源、地

球の現在、そして未来について考えることができる。物質の構造を微視的な観点で学んだ

り、数式を用いて理解したりすることで、日常とは異なる方法で身近な現象を捉え直すこ

とができる。遺伝子やナノテクノロジーに関する知識を通じて、そこで基本原理がどのよ

うに応用されているのかを知ることができる。これらを通じ、将来的な活用可能性を予想

し、起こり得る問題を事前に見つけ出すことさえできる。 

自然科学の探求手法の特徴には「定量性」「再現性」「整合性」があるが、その方法論は

個人や社会の活動における評価や意思決定に際しても有用である。自然を対象としての観

察・実験・分析する力は、主観的で曖昧な情報を排除しながら、より客観的な評価に近づ

くことに寄与する。また、理論の整合性を見極める力を備えることで、科学と「疑似科学」

との間にある境界を意識化し、正しく疑う姿勢が身に付く。今日、社会のあり方や政策の

方向性を巡って、市民レベルで判断することが求められることも少なくないが、メディア

環境の複雑化により情報が氾濫し、それらを的確に取捨選択し判断の材料を揃えることが

困難になっている。そこで、主観と客観を区別して仮定の妥当性を見極め、そこから正し

い論理を発見する自然科学の方法は、社会に参画するために必要な手段ともなる。 
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背景：なぜ「科学リテラシー」が求められるのか？ 
  

科学技術は、生活や社会を豊かにしてきた。ところが近年、科学技術が急激に高度化し

たことで、その原点を見極めることが難しくなっている。科学技術は、短期的融通や経済

的理由などから長期的視点が欠け、結果として自然科学の知見に立ち返ることを忘れがち

である。さらには、“自然”そのものに目を向ける機会すら激減してしまった。人類は自然

界の一つの構成物に過ぎないのに、地球環境破壊という人類存続に関わる根幹的な問題す

ら生みだしている。例えば、地球温暖化や異常気象は、産業の発展に伴う燃料利用や森林

破壊により引き起こされた。原子力発電は、社会の利便性を増したが、同時に、エネルギ

ー問題や環境汚染など生活に与える影響を浮かび上がらせた。農薬や放射能などの食料汚

染、遺伝子組換え食品の流通は、人体の安全性に関わる問題を喚起する。遺伝子技術の発

達は、人命の救済に寄与する一方、尊厳および権利に関わる生命倫理や安全性の問題を見

極める必要性を促す。 

このような状況下、自然科学の基礎を学び、そこで得た知見をもとに今日の高度技術社

会に立ち返ることが不可欠である。現代社会の多様化した諸問題の大部分は、様々な領域

の複雑な絡み合いの下で発現する。それ故に、問題解決のためには、科学や技術に関わる

分野の統合・融合がとりわけ重要となる。そして、人間の生活に関わる科学の問題に精通

し、それを未来の市民に正確に伝えることができる人材育成が急務となる。自然科学の知

見は、生活や社会を豊かにするツールとなるのみならず、身近な問題に対する関心を広げ

ることにも寄与する。さらに、自己の存在とルーツを宇宙レベルで再確認することは、複

雑化する現代社会において、自己の価値観を創出し、さまざまに問い直すことにつながる。

地球上の変化を総合的に理解することが求められる今日、自然科学の知識と方法とを習得

することは、未来の市民育成を担う教員を目指す学生にとって大きな意味を持つと考える。 

 

目標： 
・自然現象に対する関心と基本的な知識を持ち、そこから自己の課題を設定することが

できる。【知識】 
・自ら仮説を立ち上げ、科学的な検証を通じて評価をしながら、妥当な結論に導くこと

ができる。【理解】 
・自然現象のメカニズムを、文章や図表などを用いて、他人に明確に説明することがで

きる。【技能】 
・科学技術社会に根差す問題を、客観的な立場から認識し、自分の見解を持つことがで

きる。【態度】 
 

（LA プロジェクト） 
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ものづくりリテラシー（manufacturing and craft literacy） 
 
定義 

ものづくりリテラシーとは、ものをつくるという人間の根源的な活動を意識的に振り返

えりながら、現代社会におけるものづくりの意義を広義に理解し、その問題点を発見し

つつ、未来の生活のあり方を構想するために必要な知識・能力のことである。 

 
説明：「ものづくりリテラシー」を通じて学ぶこと 

 
人間が生きていくために、食料、衣服、住居は、欠かすことができない存在である。こ

こでは、人間が生活を営む上で不可欠な、ものをつくる活動を、包括して「ものづくり」

と呼ぶ。生活必需品に加えて、工芸品など芸術作品をつくる行為も、より快適な生活の創

造に寄与するという意味で、「広義のものづくり」に含んでいる。私たちは、実際にものを

つくる体験をすることで、創意工夫をすることの大切さ、社会におけるものづくりの役割

を理解する。そして、身近なものに対する関心を深めながら、同時に現代社会に潜む問題

点を発見し、どのように改善できるのか構想する力を身に付ける。 
一般に、製造業とその生産プロセスと、それを支える日本の伝統や精神を包括して、「も

のづくり」という言葉が使われる。高度な生産活動の恩恵により、私たちの生活は便利に

なり、日本の産業的な可能性が広がった。しかし、環境破壊など、生産活動の拡大がもた

らすリスクも同時に指摘されている。リスクに対する認識が、自然エネルギーの活用、エ

コカーの実用化など、ものづくりに新たな地平をもたらす。そのような背景も踏まえつつ、

実際に何かをつくることで、自分の生活を「意識的に振り返り」、自分の行動や判断を倫理

的に強化する姿勢を身に付けることを、「ものづくりリテラシー」では重視する。 
「ものづくり」は、多くの人にとっては、身近な活動ではなく、その印象は抽象的であ

る。そこで、ものをつくる行為を、人間が社会を形成していくプロセスの出発点と捉える。

道具を作る、食料を生産する、衣服を作る、これらの活動を通じて、人間の身体および材

料や機械に対する洞察を深める。そして、目的、素材、制作、輸送、貯蔵、購買に至る一

連のプロセスを、自分の生活に引きつけて考察する。布や食品など材料の変化を観察する。

自然の法則を利用して、日用品などを作り、実験のプロセスを意識しながら活動をする。

それらを通じて、何を作りたいのかを決定し、その完成に向けて目標を設定し、問題を把

握し改良を重ねる方法を身に付ける。さらに芸術活動は、身近なものを使ってより快適な

生活を実現するために、創意工夫をするための感性を磨くことに寄与する。 
ものをつくる行為は、既知の知識を思い出しながら、ものを完成させるために応用する

機会ともなる。ものをつくるプロセスを通じて、どのような「もの」に囲まれて身近な生

活が成り立っているのか、生活のなかにいかなる問題があり、それをいかに改善できるの

か、環境問題などのリスクも含めて問い直すことになる。諸物や材料を直に扱うことを通

じて、グローバルな経済メカニズムと、自分自身が被る影響と両方を踏まえて、高度なも
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のづくりと人間との関係を再認識し、未来のあり方を構想する契機となる。 
 
背景：なぜ「ものづくりリテラシー」が必要なのか？ 

 
「ものづくり」に関連する活動は、今日では、多かれ少なかれ企業化・組織化され、生

産から消費に至るプロセスはグローバル化している。例えば「クール・ジャパン（Cool 
Japan）」という言葉は、当初、海外における日本のアニメーションやデジタルコンテンツ

を再評価する際に使われたが、徐々に「ものづくり」を通じて培われた伝統、技術、信頼

等を含むようになる。「ものづくり」は、日本の技術力や文化を海外に向けて発信し、企業

が海外進出するための足掛かりとして、重要な位置を占めるに至った。「ものづくり」がグ

ローバルに評価される一方、生活を維持するために必要なものの大部分を、海外からの輸

入に依存している日本社会の現状もある。生産工程の機械化や工場の海外進出は、ものづ

くりの大部分を生活から乖離させる。そのため、何らかの形でその活動に関わらない限り、

つくる工程を自分の眼で見たり、材料に触れたり、つくる体験をすることは難しい。その

結果、「もの」は生産物ではなく「消費」あるいは「使用」の対象となる。材料はどのよう

な性質を持っているのか、誰がどのように作っているのか、具体的に考えることが少なく

なる。それは、間接的には、労働に対する意味を考える機会の減少にもつながる。 
日本を含め世界はいま、経済の発展を妨げることなく、環境を保全しつつエネルギーを

確保するという、矛盾するミッションが課せられている。これらの課題は、衣食住など生

活の基本活動と密接に結びついており、問題が解決されないと将来的に社会は多大な影響

を被ることが予想される。そのため、つくる行為を通じて、人間にとって本当に必要なも

のは何かを考え、環境に与える影響を理解することは重要な意味を持つ。そして、豊かな

感性と創意工夫は、限界をよりよく解決するために適切な行動を選択する基礎となる。 
今日、初等中等教育でも、自然と触れ合い豊かな感性を育むために、体験的な学習に力

点を置く「ものづくり教育」が重視されている。La 科目は、高等教育における教養教育の

一環である。そのため、ただ自らの手先を使って実際につくるだけではなく、その体験を

通じて、つくることが持つ意味を明確に概念化し、他者に説明することができて初めて、

リテラシーを身に付けたと考える。教員は、未来の市民である子供たちの教育に携わる立

場である。教える側の知識が抽象的であると、子供たちと物事との間にある距離はさらに

広がる。それゆえ教員志望者にとって、ものづくりを通じて身近な問題について思考を深

め、それを言語化する力を身に付けることは、「ひとづくり」の担い手として不可欠である。 
 
目標： 
・衣食住に関わる実践を通じて、その人類史的な意味を知っている。【知識】 
・グローバルな視座から、「ものづくり」の位置を捉え直すことができる。【理解】 
・「ものづくり」を通じて得た知識や感性を、他者に伝えることができる。【技能】 
・生活や自然環境に対して、環境倫理的観点から考察を加えることができる。【態度】 

（LA プロジェクト） 
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「リテラシー・マップ」の作成と活用への提言 
 

長谷川 詩織 
 

１．リテラシー・マップ作成趣旨 
学生は、1 年後期から 2 年後期にかけて、La 科目を構成する４つのリテラシーから３つ

を選択して横断的に履修する。教員養成系大学において、教育職員免許法に規定された教

育大学のカリキュラム編成のもと、学生が履修する科目数は膨大である。そのため、教養

科目にあてる学習時間は相対的に少なくなる。それゆえ、授業の効果を最大限に高めるこ

とができるカリキュラムを開発することは不可避である。教養の全体と相互関係を把握し

分析をすることで、ディシプリンの違いを超えて、どのような学びが実現するのか、その

可能性を示すことが、リテラシー・マップ作成（資料１～５）の趣旨である。 
 
２．活用の目標 
①新教養科目を担当する教員の FD における活用。 

②新教養科目に関わる職員の参照資料としての活用。 

③新教養科目を履修する学生の学習支援としての活用。 

 
３．用語を選定する際の基準 

①配置されている用語は、実際に開講される講義の内容を説明するものではない。 

②配置されている用語は、授業を通じて広がる知識の「あらゆる可能性」である。 

③配置されている用語は、固定的なものではなく、必要に応じて入れ替え可能である。 

 
※リテラシー・マップは、実際に開講される授業の内容と重なる箇所もあるが、科目名を直接に言い表しているわけではない。開講
科目や講義内容は、年度ごとに変わる。さらに、教室の外で接しうる知識や事象も、時代の情勢に応じて変容する。「ノウハウ（手
続き）」や技芸も、経験により培われた、言語化できない知識と見なすことができる。そのため、「科目」と「その周囲」との間にあ
る関係は、文脈、関心、方法に応じて、絶えず変容する流動的なものと想定する。 
 
４．作成スケジュール：下書き～インタビューの実施 

下書きを作成後、教員インタビューを通

じて、マップに配置した用語を確認し、①

授業を通じて、「どのような知識を提供して

いる」、あるいは、「したいと考えている」

のか、②授業内容が、日常生活の事象とど

のように結びつき、応用できる可能性があ

るのか、③どのような「つながり」をリテ

ラシー間に持たせることができるのか、以

上の３点を中心にお話いただき、用語の追

加・修正を行った。確認作業の協力者は以  
【図１】マップ作成のスケジュール 
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下の通りである。 

[市民リテラシー] 渡邉英幸氏（社会科教育講座） 
[多文化シテラシー] 上田崇仁氏（日本語教育講座） 
[多文化シテラシー] 嶺崎寛子氏（社会科教育講座） 
[科学リテラシー] 伊東正人氏（理科教育講座）…主に物理 
[科学リテラシー] 加藤淳太郎氏（理科教育講座）…主に生物 
[科学リテラシー] 戸田茂氏（理科教育講座）…主に地学 
[科学リテラシー] 日野和之氏（理科教育講座）…主に化学 
[ものづくりリテラシー] 佐々木雅浩氏（美術教育講座） 

加えて、中野博文氏（理科教育講座）より科学リテラシーに「分析」を加えること、11 月

5 日（月）の新教養科目 FD にて、話題提供者の太田弘一氏（技術教育講座）より、もの

づくりリテラシーに「労働」を加えることを提案いただき、それぞれ修正を施した。 
 
５．分岐方法 

マップに配置する用語に加えて、

各リテラシーからどのように分岐

させるか、その法則について検討を

行った。採用する分岐の法則によっ

て、配置する用語の選び方、知識の

広がり方が変わってくる。年度初め

から、試行的に複数の方法でマップ

を作成してきた。そのうえで現段階

では、右のスライドで示す方法を採

用している【図２】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】「リベラル・アーツ型の展開」シンポジウム 2012 のパネル・ディスカッシ

ョン趣旨説明スライドから転用。 

■分岐１「知識の枠組み」 
さまざまな知見を包括する、「ものの見方」に相当する用語を、分岐１に配置している。

Globalism, Diversity, Innovation など、多岐に渡る分野を包括できる用語をあてている。例
えば、最初の分岐で Globalism という用語を入れ、次の分岐にて、経済、政治、文化、教
育など、異なる分野に属する知識や事象を入れている。分岐１の用語を英語としている
理由は、英語と日本語とでニュアンスの違いがあるからである（例：「生命」とするのか
「ライフ」とするのかで生じる含意の違い）。

■分岐２「授業の分野に即したテーマ」
分岐２では、授業で取り扱われるテーマに等しいレベルの用語を配置する。具体的に

は、権利、人種問題、国際紛争、伝統、種分化、道具など、分岐１よりも具体的である
が、個々の事例を示すまでには至らない用語を配置している。分岐１と分岐３の橋渡し
となるように、分岐２の用語を選定する。分岐２の用語は、ひとつのリテラシーに固定
されるものではなく、別のリテラシーにも関わる。特定の場所に配置されていたとして
も、４つのリテラシー間における交換可能性を絶えず含んでいると想定する。 
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現在のマップについては、マップ本体（資料１）、およびリテラシーごとのチャイルドマッ

プ（資料２～５）を参照のこと。 

 

６．リテラシー間のつながり 

学生は、1 年後期、2 年前期、2 年後期に、各リテラシーから授業をひとつ選択する。学

生により履修パターンが異なり授業内容も変わる。そのため、どのように科目を選択する

のかで、授業から得られる効果が変わる。そこで、La 科目の履修プロセス、ディシプリン

間の接合や差異に由来する意味の「ズレ」あるいは「衝突」を配慮する必要が生じてくる。 

図に示すように、La 科目を横断するな

かで、①ディシプリンを超えて接合する

情報、②ディシプリンの差異ゆえに衝突

する情報、③日常生活で応用される情報

の存在を想定することができる【図３】。

La 科目を横断するなかで学生は、関心に

応じて、複数の「つながり」を見出すこ

とが出来る。そして、３つの科目がもっ

とも有機的に結びついたとき、それは学

生にとって、もっとも強化されたリテラ

シーとなる。 

重要なことは、学生が選択した３つの La 科目を通じて、いかにリテラシーの獲得を保

証するかにある。その可能性を考察するために、La 科目の横断を通じてどのような学びが

実現するのか、ひとつの流れに包括することで模擬的に再現した。それが「Diversity をキ

ーワードとするリテラシー間のつながり」と題するマップである（資料６）。 

 右に示すのは、２人の学生が同じ科目

を履修したときに生じる、学びのプロセ

スの違いを試行的に示したものである。

ポンチ絵が示すように、授業を通じて教

員は、さまざまな種類の知識や情報を提

示する【図４】。学生は、提示された知識

や情報を、各自の関心に応じて、拾い上

げていく。そのとき、同じことに着目す

ることもあれば、着目点が全く異なるこ

ともある。あるいは、同じことに対して、 

■分岐３「日常生活と接合しうる事象」
日常生活で学生が接しうる用語・事象を配置したのが分岐３である。さらに分岐して、

より具体的な用語を、補足的に配置している箇所もある。また、部分的に、エスノセン
トリズム（自文化中心主義）、植民地主義、ジェンダーなど、分岐１の「知識の枠組み」
に近い用語を意図的に入れている。ものの「見方」の転換に働きかける用語を、恣意的
に配置、事象を相対化したり、思考を脱構築したりできるようにする。 

【図３】履修プロセスにおける知識・情報の「接合」「衝突」「応用」 

【図４】学生の学びのプロセスのイメージ 
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別々の解釈をしたり、異なる捉え方をしたりする。学生が、どのような履修をするかによ

り、知識や情報に対する注目の仕方は変わる。授業内容が同じでも、学生が「学んだこと」

は、ヴァリエーションを伴いあらわれる。それを念頭にカリキュラムを編成し、授業が行

われる必要がある。 
 

７．４つの履修シミュレーション 

次に示すのが、「Diversity をキーワードとするリテラシー間のつながり」（資料６）を、

より具体的に説明するものである。これは、各リテラシーのつながりおよび学生の学びの

可能性を探るために作成したシミュレーションである。そのため、実際に開講される授業

内容を想定しているわけではないことを予めお断りする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「多様性」に力点を置くつながり：「市民」→「科学」→「ものづくり」（資料６：右上） 

【市民：マイノリティと法律】 

「マイノリティ」の社会的な地位の変容について、多様性を保証する法制定・改正を視点に、歴史
的に振り返る。具体的には、人種排斥を容認するジム・クロウ法から公民権法制定に至るまでの流れ、
あるいは、移民の入国を規制もしくは緩和する法制定などを含むことができる。価値観・社会情勢の
変化のなかで、法制定がどのような役割を担ったのかを考えることができる。それは、世界史で学ん
だ事象を、法制定を論点に、改めて捉えなおす契機ともなる。 

【科学：生物の多様性と進化】 

生物学で多様性は、個体、種、生態系のヴァリエーションを指し、進化と並行して生じる段階を意
味する。生物の進化の過程における、遺伝形質の変化、環境の変化、分布のありようを、生物圏にお
ける生存競争と依存形態のエコシステムも含めて学ぶ。気候の変化に伴う種の絶滅の問題を、環境問
題の観点から捉え直す、あるいは、ダーウィンの自然選択説が、社会進化論のなかで応用され優生学
の土壌となる、歴史学の視点に結びつけることも可能である。 

【ものづくり：環境と技術】 

生物の多様性の保全について、環境保護技術を論点に思考を深める。自然再生技術、リサイクル技
術、自然エネルギー技術について、地域開発や経済開発を視点に考える。身近な不用品を使ったリメ
ーク、生ごみ堆肥作りなど、実技を取り入れることもできる。ワシントン条約のような法制定、法的
な拘束力がない行動計画など、国際的な動向を視野に、持続可能社会を実現するために、未来はどう
あるべきか、自分が何をできるかを考えることができる。 

 

市民：マイノリ
ティと法律

科学：生物の多
様性と進化

ものづくり：環境と
技術

多文化：地域と言語

ものづくり：地
域づくりと文化

政策

科学：日本列島の

成り立ち

多文化：世界の宗教

①「多様性」に力点を置くつながり 

②「共生」に力点を置くつながり 

③「ローカリティ」に力点を置くつながり

④「エスニシティ」に力点を置くつながり

４つの履修シミュレーション

※全体の詳細は[資料６]を参照のこと 
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「つながり」の可能性 

①のテーマは「法律」「生物」「技術」に属する。「マイノリティ」を問題の出発点とすることで、
各テーマから、多様性をめぐる事象や問題を抽出できる。各テーマには、多様性を保全するための法
制定の問題が含まれている。そのため、一定の連続性が保たれている。さらに、授業で得た知識を、
実技を通じて身近な問題に引き付けて再考することができる。多様性という用語の意味が、ディシプ
リンに応じてどのように変化するのか、相対化しながら考えることができる。 
 

②「共生」に力点を置くつながり：「市民」→「科学」→「多文化」（資料６：右下） 

【市民：マイノリティと法律】 

共生社会を実現するために、現代の日本では、いかなる法制定・改正の問題に直面しているのかを
学ぶ。欧米諸国では、差別化することで平等な社会の実現を図る優遇措置アファーマティヴ・アクシ
ョンが浸透している。だが、日本では法律違反となる可能性がある。ジェンダーに即して言えば、男
女共同参画社会基本法が射程に入る。また、不妊治療、性的マイノリティ等の問題など、法整備が不
十分な領域を学ぶことは、当事者の立場を理解し、将来の共生のあり方を構想する機会となる。 

【科学：生物の多様性と進化】 

生物多様性のなかでも、とくにエコシステムにおける「共生」に力点を置く。生物は、捕食—被食
関係、競争関係、共生関係、寄生関係など複数の種間関係の絡み合いのなかで進化してきた。その組
み合わせは、地球上に多様にある生物圏により、変化を伴いあらわれる。それを、有機肥料ができる
メカニズム、植物と細菌の共生、寄生虫の人体に与える影響など、身近な問題に結びつける。それは、
共生と寄生との間にある境界を、生活のなかで考察する機会となる。 

【多文化：地域と言語】 

「共生」という用語は、生物では“symbiosis”、人文社会科学系では“coexistence”あるいは“live 
together”と、相当する英語も含意も異なる。それを踏まえて、共生社会の課題について、地域の外国
人教育を中心に考える。外国人居住者が多い愛知県の地域的特性を生かし、不就学児童、日本語教育
支援、就職支援等の問題を具体的に扱う。移民・難民の現状を踏まえ、共生社会実現のために解決す
るべき国際法の問題を、グローバルな視点で考えることができる。 

「つながり」の可能性 

②のテーマは、「法律」「生物」「教育」と研究領域が異なるが、関心の方向が「多様性」のなかで
も「共生」に向かう例である。法制度の変容、生物の種間関係、地域社会の具体的な問題を横断する。
それにより、共生という用語・考え方に内在する複雑さを理解できる。また、国家の制度（法律）、
ミクロな世界（生物）、地域社会（教育）と視野を変えて「共生」を考察することで、同一のキーワ
ードのもと、ものの見方の転換を図ることができる。 

 

③「ローカリティ」に力点を置くつながり：「市民」→「ものづくり」→「科学」（資料６：左上） 

【市民：マイノリティと法律】 

日本の外国人居住者に視点を移し、「マイノリティ」が置かれている現状について、身近な事例を
集めながら考える。地方参政、義務教育、労働・福祉に関連する法律の問題点を、地域と外国人居住
者との関わり合いから考える。グローバル化が進むなか、地域の国際化のあり方について、複数の立
場に立って考えることができる。人権保障、納税、選挙権など、権利と義務に関わる問題と照らし合
わせながら、日本の将来的な方向性を構想し、それを議論することができる。 

【ものづくり：地域づくりと文化政策】 

地域開発と芸術、景観と生活、観光ビジネスと伝統など、地域づくりと経済、文化、生活との間に
ある絡み合いについて考える。具体的には、在来工法、アートプロジェクト、文化財保護等について、
経済的な視点を組み込みながら学ぶ。フィールドワークを通じて調査をしたり、景観に配慮した作品
を作ったり、体験的な学習を取り入れたりする。それにより、地域が人間の生活にどう関わり合い、
どのような問題が発生しうるのか、身近な事例を通じて捉えなおすことができる。 
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【科学：日本列島の成り立ち】 

地殻変動や火山活動など自然現象を通じて、日本列島の成り立ちと風土の差異について関心を深め
る。地球の測量方法や地震、気象、潮流発生のメカニズムを、物理学を視点にして学ぶ。作物、住居、
衣服、儀式など、地域に固有の文化と自然現象を結びつける。あるいは、地球温暖化やオゾン層破壊
などの環境破壊と、開発・都市化をつなげることも可能である。それは、自然現象と自然災害との間
にある違いを理解し、防災に対する意識を高めることにもつながる。 

「つながり」の可能性 

③のテーマは、「法律」「地域開発」「地学」に属しており、いずれも「ローカリティ」に関連する
問題が組み込まれている。地域の構成員の特性に応じて、「マイノリティ」と「マジョリティ」の力
学は変わる。地域づくりも、その伝統や特性に応じて、開発の方向性が変わる。自然現象は、特定の
地域の人間の生活様式に多大な影響を与える。身近な問題を出発点にして、地球科学を学ぶことで、
自然科学分野に馴染がない人でも、思考を深めやすくなる。 

 

④「エスニシティ」に力点を置くつながり：「市民」→「ものづくり」→「多文化」（資料６：左下） 

【市民：マイノリティと法律】 

 ここで示すのは、グローバル化に伴い生じる、国内外のエスニックな問題に力点を置いたつながり
である。地域紛争の多発により移民や難民が増加する。移民・難民の背景の多様化に伴い、国際法は
どのようにあるべきか、将来的な視野も踏まえて考えることができる。同時に、民族内で継承されて
いる「法」のメカニズムを理解することも必須である。西欧的な法律とは異なる、宗教や伝統に根差
した「法」を、「モダン/プリミティヴ」の二項対立を超えて思考する契機となる。 

【ものづくり：地域づくりと文化政策】 

③は地域開発をテーマの中心に据えたが、④で力点を置くのはエスニックな文化である。エスニッ
クタウンは、特色ある地域づくりの一端を担う。そこでは、日本に居ながら、外国に固有のものづく
り（衣装、料理、建築、民芸品、芸能など）に接することができる。在日外国人など、文化や言語の
差異による差別と主流社会からの周縁化の歴史を、同時に学ぶ機会ともなる。各国のエスニックタウ
ン事情に視野を広げ、日本の事例との共通点と差異を考えることもできる。 

【多文化：世界の宗教】 

エスニシティを定義する要素は複数ある。そのひとつが宗教である。世界 3 大宗教（キリスト教、
仏教、イスラム教）について、歴史的・文化人類学的視座から知る。それにより、風習や価値観の違
いを具体的に学ぶことができる。宗教が生み出した文化（建築、芸術、儀式、祭りなど）に関心を広
げて比較する。信仰の違いに起因する価値の違いや衝突について、新興宗教、原理主義、民族紛争な
ど、近年の地域問題を含めて理解することができる。 

「つながり」の可能性 

エスニシティの概念は、国家、宗教、伝統、理念など、複数の要因が絡み合いのなかで生成する。
異なる領域を横断しながら、「法律」「地域開発」「宗教」に関する知識を得ることで、どのような諸
力がエスニシティを作り出すのか発展的に考察できる。また、対象とするエリアを、国家、地域、世
界と、段階を経て拡大してく。そうすることで、ミクロな視点（地域）とマクロな視点（世界）と両
方でエスニックな問題を考察し、複眼的な視点を獲得することに寄与する。 

 
８．今後の課題 

リテラシー・マップは、「民主主義社会を支える良き市民」として身に付けるべき教養を、

マップを通じて視覚化し、それを全体的に見渡すことを目指して作成したものである。マ

ップは、文理を横断する広域な領域を対象としているため、引き続き、多岐に渡る分野の

教員の協力を仰ぎながらマップ本体の精度を上げていくことが不可欠である。リテラシー
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間のつながりを示すマップについても、同様の作業が必要となる。履修プロセスを通じて、

どのような知識の「接合」や「衝突」がありうるのか、学びの可能性を具体的に示すこと

が課題となる。学生が効果的に学ぶために、どのような履修プロセスが可能であるのか、

研究分野が異なる数名の教員の協議を通じて検討する作業が必要となる。 

 加えて、La 科目で身に付けたリテラシーが、４年間の学び全体のなかで、どのように生

かされるのか、具体的に考察する必要がある。他の教養科目群との性質の違いを明らかに

し、La 科目が担うべき役割を明確化する。さらに、初年次教育から専門科目に至るプロセ

スのなかに、La 科目を含む教養教育を位置づけ、どのような橋渡しができるのかを考える。

４年間の学びのなかで、どのような知識を習得し、リテラシーの獲得に結び付けることが

できるのか、知識を学年ごとに階層化して示すことが今後の課題となる。 

 「教員が教えたいこと」と「学生が学んだこと」は、必ずしも一致していない。それゆ

え、２つの立場の「合致」および「乖離」または「ズレ」を把握することも不可欠である。

そこで、学生がどのような学びを実現するのか、その流れを試行的に作成し、アンケート

調査等を通じて、実際の学びのプロセスを把握する。それをマップとして視覚化し、教員

および学生に試行的に活用してもらう。このように改良を重ねながら、教員と学生と双方

にとってユーザーフレンドリーな道具に進化させていく。 

 

９．活用への提言 

 La 科目を構成する４つのリテラシーは、テーマの違いよりも、むしろ、ディシプリンの

差異に由来する、知識やアプローチの質的な違いが重要である。４つのリテラシーから３

つを選択し、横断的に履修することで、問題意識や方法論の違いを意識化することが適切

である。そのようなカリキュラム編成がなされることで、状況に応じて臨機応変に対応で

きる思考が身に付く。試験に向けて用語を単に暗記する、レポートを書いたら終わりにな

る、そのような単発的な学習を回避する。能動的に学ぶ態度を身に付けることで、専門科

目にスムーズに移行できるのみならず、社会でさまざまに応用できる。 
 内容的に接続可能な科目が並んでいれば、学生が効果的に学ぶことができるわけではな

い。ジェネリック・スキルを身に付けて初めて、ディシプリン間のアプローチの違いを認

識し、科目の横断を通じて「つながり」や「差異」を発見することができる。あらかじめ

教養を全体的に意識することも重要である。教員と学生が、教養の総体を事前に把握し、

そのなかに関心を定位させる。それにより、オムニバス形式をとらなくても、科目同士の

有機的な連携がより促進する。特定の授業内容の周囲を見渡すことで、日常生活における

知識の応用と自学自習の可能性が広がる。教養の全体と学びの可能性を把握するときに、

リテラシー・マップが一定の効果を発揮すると考える。 
 学生が La 科目およびその他の教養科目を履修する前に、教養を全体的に見渡し、事前

に「予習」をすることで、問題を自ら発見をしたり、自分の課題を設定したり、科目間の

共通点と差異とを意識化することが可能となる。ディシプリン間のアプローチの違いを認

識し、内容的な「つながり」や意味の「差異」を発見できるように、学生の学びを助ける

手段を確立することで、La 科目を通じて学びを最大限まで高めることができる。 
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ジェネリック・スキルを育成する教育に向けた提言 
 

久保田 祐歌 
 
１．リベラル・アーツ型教育の一目標としてのジェネリック・スキル 

 本プロジェクトが提案するリベラル・アーツ型教育は、「民主主義社会を支える良き市民

（good citizen）」の育成を目標として位置づけ、「４つのリテラシー」の各領域における知

識、概念、思考方法と共に、「８つのジェネリック・スキル」の涵養を目指した教育方法を

重視している。 
ジェネリック・スキル（Generic Skills）とは、一般的には「大学生としての知的活動だ

けでなく、社会及び職業生活を生き抜くためにも必要とされる汎用的技能」を意味する。

2008 年の大学教育審議会答申『学士課程の構築に向けて』（『学士力答申』）は、ジェネリ

ック・スキルを「知的活動でも職業生活や社会生活でも必要」な汎用的技能として提示し、

各専攻分野を通じて培う「学士力」（学士課程共通の学習成果）の一部として位置づけてい

る。『学士力答申』が、ジェネリック・スキルとして挙げているのは「コミュニケーション・

スキル」「数量的スキル」「情報リテラシー」「論理的思考力」「問題解決力」の５つである

が、どのようなジェネリック・スキルを教育目標とするかという点については、各大学の

特性及び理念に応じて様々な定立の仕方がありうる。 

本プロジェクトの目指す、「良き市民」の育成を目標とするリベラル・アーツ型教育は、

「４つのリテラシー」の教育において、８つのジェネリック・スキルの育成を教育目標の

一つとして提示する。 

 
【図１】8 つのジェネリック・スキルの構造 
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２．リベラル・アーツ型教育で育成する８つのジェネリック・スキル 

「８つのジェネリック・スキル」は、自律的学習能力を基礎とし、自己省察を主軸とす

る対自的な４つのスキル（「問題発見力」「クリティカルシンキング」「論理的思考」「問題

解決力」）と、他者との相互作用を主軸とする対他的な３つのスキル（「コミュニケーショ

ン力」「対話力」「チームワーク」）に便宜上区分することができる。対自的な４つのスキル、

対他的な３つのスキルは、それぞれ下部に位置するスキルをステップとし、上部に位置す

るスキルへの発展的な育成を期待しうる。 

対自的なスキル要素と対他的なスキル要素は、当然のことながら、一人の人間において

それぞれ独立に存在しているわけではない。また、言うまでもなく、８つのジェネリック・

スキルそのものも、一人の人間の中で判明に区別することはできない。しかしながら、こ

れをあえて８つの要素として区分し分類することによって、教育目標として意識化するこ

とが可能となる。「４つのリテラシー」科目を担当する教員が、専門とする学問領域の内容

に即して育成可能なジェネリック・スキルを意識化し、授業デザインを行うことで、「良き

市民」の育成というリベラル・アーツ型教育の目標に近づくことができる。例えば、アク

ティブ・ラーニング型の授業方法を導入し、行っている活動や行った活動を学生に振りか

えらせることで、対話力、チームワークなどの対他的スキルだけでなく、クリティカルシ

ンキングや論理的思考、問題解決力などの対自的なスキルも総合的に涵養しうる。 

８つのジェネリック・スキル要素のそれぞれの内容は次のとおりである。 

 
基礎スキル 自律的学習能力 必要に応じて自ら学ぶことができる 

対自的 
スキル 

問題解決力 自ら判断・行動し問題解決へと導くことがで

きる 
論理的思考 筋道立てて考えることができる 
クリティカルシンキング

（批判的思考） 
物事を鵜呑みにせず充分に吟味し、複眼的に

捉えた上で判断できる 
問題発見力 問題・課題を自ら見出すことができる 

対他的 
スキル 

チームワーク 他者と協力しチームで活動することができる 
対話力 背景の異なる人の話を傾聴し、共に討議する

ことができる 
コミュニケーション力 日本語で学術的な文章を読み、書き、その内

容を口頭で説明することができる 
【表 1】8 つのジェネリック・スキルの項目と内容 

 
La 科目の授業において、教員はこうした８つのジェネリック・スキルを学生が身に付け

られるように意識することで、学生は授業内容と共に、「良き市民」として行動するための

基盤をより堅固に築くことができる。 
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具体的に、授業でジェネリック・スキルの育成を目標の一つとする際には、8 つのジェ

ネリック・スキルを集約した次の 4 つの到達目標を意識するとよい。 
 
＜ジェネリック・スキルの育成という観点での教育目標＞ 

 （１）筋道立てて物事を考え、物事を鵜呑みにせずに複眼的に捉えて、問題を発見する

ことができる 
 （２）背景の異なる他者の意見を傾聴し、自己の意見を適切に表現して討議することが

できる 
 （３）発見した問題を必要に応じて他者と協同することで解決に導くことができる 
 （４）自律的に、生涯を通して自ら学び続けることができる 
 
 （１）については、ジェネリック・スキルの要素として、「論理的思考」「クリティカル

シンキング」「問題発見力」を含む。（２）については、「コミュニケーション力」「対話力」、

（３）については、「問題解決力」「チームワーク」を含み、（４）は、自律的学習能力を表

している。 
 科目を担当する教員としては、「市民リテラシー」「多文化リテラシー」「科学リテラシー」

「ものづくりリテラシー」の４つのリテラシーの領域内容に応じた教育目標を設定するこ

とが先にくる。そして、その次の、どのような授業方法によって、その目標に到達しうる

かを設計する授業デザインのプロセスにおいて、ジェネリック・スキルの育成を意識する

姿勢を持ちうる。さらに、科目内容とは別に、ジェネリック・スキルの教育目標を教員間

で共有する機会を設けることによって、専門の異なる教員同士が、互いの教育方法につい

て学び合うという方向性を拓くことができる。 
 
３．８つのジェネリック・スキルを授業で育成する方法 

 ジェネリック・スキルの育成を重視する教育においては、教員が単に知識を学生に伝授

するのではなく、学生が自ら考え、行動することを促すアクティブ・ラーニング型の手法

が望まれる。それぞれの学問分野の語彙や知識を学んでも、それを応用する力を身につけ

ていなければ、日常生活や職業生活のなかで活かしていくことは難しい。ジェネリック・

スキルの育成を教育目標の一つとして意識するということは、学生が何を学び、その結果、

何ができるようになったのかという学習成果を重視するということでもある。La 科目の各

リテラシーの授業において、学生は分野に即した内容や思考方法を、アクティブ・ラーニ

ング型の手法により吸収することで、「良き市民」として必要な、積極的に社会に参画する

ための基礎を身につけることができる。 
どのような教育の方法を採用するかについては、受講学生の人数、科目の特性（教養科

目か専門科目か等）、教員の個性等に応じて異なってくるものであり、アクティブ・ラーニ

ング型の教育方法についても全ての教員が行うべき唯一の手法というものを挙げることは

できない。一般的に、現在広く用いられているアクティブ・ラーニング型の手法としては、

次の７つを挙げることができる。 
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① グループによる課題解決型学習（PBL）を行う。 

② 対話型（ディスカッション型）授業を実施する。 

③ ディベートを授業に取り入れる。 

④ レポートやコメント・カード等を学生に課し、書くことを促す。 

⑤ プレゼンテーション等を学生に課し、口頭発表を促す。 

⑥ ピア・ラーニング1の手法を取り入れ、学生同士で学習をさせる。 

⑦ クリッカー2を導入し、多人数授業において学生とコミュニケーションする。 
 

これらのうち、どの手法を用いるかは、教員の志向や受講学生の人数、特徴に応じて異

なるが、本学教員対象のアンケート調査結果、ヒアリング調査結果から、本学において実

践されている方法の一例を学生の学修目標、ジェネリック・スキルと共に以下の表に示す。 
 

学生の学修目標と教育の方法 ジェネリック・スキル 
目標（１）筋道立てて物事を考え、物事を鵜呑みにせずに複眼的

に捉えて、問題を発見することができる 問題発見力 
論理的思考力 
クリティカルシンキング 
 

方法：「新聞や映像、作品、文献等の比較をさせて、ものの見方
が立場によって異なること（複数の物の見方があること）
を実感させる」「教員がつっこみを入れながら映像鑑賞を
行い、多様な視点に気づかせる」 

目標（２）背景の異なる他者の意見を傾聴し、自己の意見を適切

に表現して討議することができる コミュニケーション力 
対話力 方法：「意見の対立する二つ以上の文章を読んだ上で討議を行わせ

る」 
目標（３）発見した問題を必要に応じて他者と協同することで解

決に導くことができる チームワーク 
問題解決力 方法：「テーマを与えて、各自で課題に取り組ませた上で、グル

ープで一つのプレゼン資料を作成・発表させる」 
目標（４）自律的に、生涯を通して自ら学び続けることができる

自律的学習能力 方法：「授業で必要な知識のすべてを教えずに余白を残して学
生の好奇心を掻き立てる」「多様な社会問題があることを
学生に知らせる」 

【表 2】ジェネリック・スキルと対応する学修目標及び教育方法 
 

8 つのジェネリック・スキルのそれぞれは、別個の教育方法において育成されるのでは

なく、4 つの教育目標に基づき上記のように分類し、整理することができる。 
今後は、こうした分類に基づき、ジェネリック・スキルを育成する教育方法の留意点や

科目内容と方法との関連性を、学生の学習成果としての効果にも鑑みた形で検討していく

                                                  
1 教室で学生同士に話し合い、教え合い等をさせ、協力して学習させること。 
2 双方向コミュニケーションツール。授業でカード端末のボタンを押すことで問題・質問

に回答させると、回答結果が瞬時に集計されパソコン画面に表示される。 
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ことが課題として残る。 
 
５．ジェネリック・スキルの発展的な育成に向けて 

 ジェネリック・スキルの育成は、教養教育から始まるわけではない。教養教育や専門教

育においてジェネリック・スキルを涵養していけるだけの学びの土台が初年次のうちに学

生において築かれている必要がある。この学びの土台となるのは、スタディ・スキルの獲

得や学習への意欲、さらには古典的な幅広い知識教養である。そのため、これまでも本学

で行われてきているように、初年次学生には、高校から大学への学びの転換を促し専攻す

る分野の学習へ動機づけを行い、幅広い知識への欲求を可能なかぎり高めるようにするこ

とが望ましい。現在、本学で各専攻・コースごとに実施されている初年次教育の試行では、

専門教育への橋渡しとなるような基礎的知識も教えられている。このことは、専門科目の

学習にとってだけでなく、大学でのあらゆる学習において必須となるジェネリック・スキ

ルの基礎を培う上で重要である。 
初年次教育とその後に同時並行的に続く教養教育、専門教育においては、初年次教育を

土台として、学生のより発展的な成長を導き得る。学生が大学においてジェネリック・ス

キルを身につけることを教育目標とすることは、「教員が教えたこと」よりも「学生が学ん

だこと」を重視するということである。このことは、学生の学習成果という観点からの教

養教育の捉え直しにつながるだけでなく、初年次教育、専門教育を通じた学士課程教育全

体の目標を、より明確な形で学生に示すことにもつながってくる。これにより、学生は自

分に足りない能力を自覚することで、より自律的で主体的に学ぶ意欲をもつことができる

だろう。 
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ジェネリック・スキルの教育に関する教員調査の概要 
 

久保田 祐歌 
 
１．調査の目的 
 愛知教育大学では、大学改革推進委員会第 3 専門委員会を中心に、共通科目改革の実現

に向けた作業を進めてきている。リベラル・アーツプロジェクトにおいては、La から Ld
までの教養科目のうちの、La 科目において、「市民」「多文化」「科学」「ものづくり」の４

つのリテラシーと 8 つのジェネリック・ スキルの教育に焦点を当てた新しい教養教育の

中身と方法について昨年度から検討を行ってきている。 
特に、良き市民の育成を目指す４つのリテラシー科目においては、学生のジェネリック・

スキルを育成する教育方法が目標達成の重要な要素となる。授業における内容上の教育目

標と共に、科目を超えて他の授業でも用いることができる論理的思考、クリティカルシン

キング、問題発見力などの 8 つの汎用的な能力の獲得もまた、教育の目標となりうる。知

識基盤社会と言われる現代においては、これまでとは異なる状況で知識や情報をいかに応

用し活用するかが重要な課題となる。大学生が身につけるジェネリック・スキルは、大学

の授業における活用に限らず、広く日常生活や職業生活においても活かすことを期待され

ているのである。 
「ジェネリック・スキル」という言葉自体は、2000 年以降日本の高等教育界において盛

んに用いられるようになったものだが、それぞれのスキル要素については程度の差こそあ

れ、従来から授業においてその育成が目指されてきた。教育方法については、教員主体か

ら学生主体へという教授学習観の転換に伴い、アクティブ・ラーニングの様々な手法が開

発されてきている。新しい教養教育においては、ジェネリック・スキルの教育目標の明確

化と共に、その目的を達成するに相応しい教育方法の導入も合わせて検討していく必要が

ある。 
本学においてジェネリック・スキルの教育を推進する上で、まず現状を把握することを

目的とし、以下の三つの問い（現行の教育の状況・方法、学生の状況・特徴及び育成した

いジェネリック・スキル、ジェネリック・スキルの育成に伴う困難）の明確化を図った。

その方法としては、教員アンケート調査及びヒアリング調査を採用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）現行の授業の中で、どのようなジェネリック・スキルがどのような教育方法に 
おいて育成されているのか 

（２）現在の学生の状況に鑑み、どのようなジェネリック・スキルが教育目標となり 
うるのか 

（３）ジェネリック・スキルの教育を行う上での課題は何か 
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２．調査研究の方法 
 ジェネリック・スキルの教育に関するアンケート調査及びヒアリング調査の概要は以下

のとおりである。 
 
＜アンケート調査実施概要＞ 
 【実施期間】：2012 年 8 月から 9 月 

【方  法】：E メールによるアンケート調査票の送付、回収 
 【対  象】：本学専任教員 250 名 
 【回 収 率】：20 パーセント（49 名） 
 

 ※本アンケート調査の集計結果については、2012 年 10 月 27 日に開催された「リベラ

ル・アーツ型教育の展開」シンポジウム 2012 で報告を行った（2013 年 2 月発行の別

冊報告書『「リベラル・アーツ型教育の展開」シンポジウム 2012 教員養成系大学にお

けるリベラル・アーツ』、46 頁～59 頁に集計結果資料が掲載されている）。 
 
＜ヒアリング調査実施概要＞ 

  【実施期間】：2012 年 12 月から 2013 年 1 月 
【方  法】：9 つの回答項目に基づき、60～90 分程度のヒアリングを実施し、調査 

  者が回答票にまとめたものを対象者に確認・修正頂いた。 
【対  象】：本学専任教員 10 名（以下実施名順に記載） 

舩尾 日出志教授  （社会科教育講座） 

上田 崇仁准教授 （日本語教育講座） 

竹川 慎哉講師   （学校教育講座） 

嶺崎 寛子講師    （社会科教育講座） 

藤木 大介講師    （学校教育講座） 

橋本 剛准教授    （音楽教育講座） 

    佐々木雅浩准教授 （美術教育講座） 

    久野 弘幸准教授 （生活科教育講座） 

加藤 淳太郎准教授（理科教育講座） 

         鎌田 敏之准教授  （技術教育講座） 

 
 ※ヒアリング調査に先立ち、2012 年 10 月に予備調査として、山根真理教授（家政教育

講座）、北野浩章准教授（日本語教育講座）、國府華子准教授（音楽教育講座）、宮川貴

彦准教授（理科教育講座）の 4 名の先生方に聞きとり調査を行い、本調査の項目立て

等に反映した。始めにご協力頂いた 4 名の先生方並びに本調査にご協力頂いた 10 名

の先生方に厚く感謝申し上げる。 
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【参考資料】：ヒアリングに際しては、アンケート調査の際に使用した項目（並び順を

ヒアリング実施時に修正）及び選択肢を用いたので以下に明記する。 
 
  ＜ジェネリック・スキルの教育に関するヒアリング調査参照項目＞ 
 

○8 つのジェネリック・スキル 
１．論理的思考 筋道立てて考えることができる 
２．クリティカルシンキング

（批判的思考） 
物事を鵜呑みにせず情報を十分に吟味し判断で

きる 
３．問題発見力 問題・課題を自ら見出すことができる 
４．問題解決力 自ら判断・行動し問題解決へと導くことができる

５．コミュニケーション力 日本語で読み、書き、聞き、話すことができる 
６．対話力 背景の異なる人と対話することができる 
７．チームワーク 他者と協力しチームで活動することができる 
８．自律的学習能力 必要に応じて自ら学ぶことができる 

 
○ジェネリック・スキルの教育方法（選択肢） 

   １．グループによる課題解決型学習（PBL）を行う。 
   ２．対話型（ディスカッション型）授業を実施する。 
   ３．ディベートを授業に取り入れる。 
   ４．レポートやコメント・カード等を学生に課し、書くことを促す。 
   ５．プレゼンテーション等を学生に課し、口頭発表を促す。 
   ６．ピア・ラーニングの手法を取り入れ、学生同士で学習をさせる。 
   ７．クリッカー（※）を導入し、多人数授業において学生とコミュニケーション 

する。 
         ※双方向コミュニケーションツール。学生にカード端末のボタンを押すことで問題・質

問に回答させると、回答結果が瞬時に集計されパソコン画面に表示されます。 
 

○ジェネリック・スキルの教育を行う上での困難（選択肢） 
      １．自分の授業にとって効果的な方法が何か分からない。 
   ２．具体的な手法・工夫の仕方が分からない。 
   ３．1 クラスの学生数が多すぎる。  
   ４．授業準備の時間が足りない。 
   ５．授業準備のための資金が足りない。    
   ６．組織的な支援（FD 等）が足りない。 

  
３．調査結果概要 
 ジェネリック・スキル教育のアンケート調査については、回答数が 30 パーセントを切
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ることから、決定的なデータとして使用できないことをあらかじめお断りする。以下では、

ヒアリング調査から得られた知見を中心に記す。 
 ヒアリング調査においては、対象者の担当授業（大学院も含む）について紹介頂きなが

ら教育方法についてうかがう手順で進めた。教育方法として多く挙げられたのは、「学生に

問いかける」「グループでレジュメを作成し発表して議論を行わせる」「ドキュメンタリや

教材を見せて多角的な視点で考えさせる」「学生に事前学習をさせる」「学生に書かせなが

ら議論させる」など、アクティブ・ラーニング型の手法であった。 
 項目 2 の、最近の学生の特徴及び傾向としては、とにかく真面目で素直であるというこ

とが挙げられ、その裏面としてクリティカルシンキングの欠如が指摘された。マナー違反

や責任感の薄さを指摘する声もあった。また以前と比べて、経験の蓄積が薄くなっている

との指摘もあった（アンケートでも同様の指摘がなされている）。 
 こうした点を踏まえた項目 3 の養成したい学生像としては、「問う習慣の身についた学

生」「他者の状況を想像できる学生」や「本を読んで文献で跡付けられる学生」「道徳心、

公徳心のある学生」「自分で判断して行動に移せる学生」「人に相談できる学生」等が挙げ

られた。 
 項目 4 のジェネリック・スキルの教育に対する考え方、すなわち、プロジェクトの提示

する８つのジェネリック・スキルを育成することの重要性という点においては、限られた

調査結果の範囲内ではあるが、概ね合意が得られている。専門的な見地からの指摘として

は、グローバル社会におけるコンピテンシーモデルとしての「ジェネリック・スキル」概

念を使用する際には愛教大なりの戦略が必要であること、ジェネリック・スキルの育成に

おいては学びの文脈が軽視されがちとなる問題が存することが挙げられた。ジェネリッ

ク・スキルの育成以前の問題点として、古典的な知識教養が学生に欠如しているため、ま

ず知識を補わなければ他者と深い対話ができないという点が課題として挙げられた。また、

ジェネリック・スキルを教育目標とするという方向性においては、教員の担当科目や学生

の状況によっても育成するスキルは異なってくるので、一律にスキル目標を定めない方が

よいとの指摘がなされた。 
 項目 5 の「リテラシー」に関する考え方については、リテラシー概念を学生に分かりや

すく示すことに加えて、学生の履修パターンが学生の自主性を制限しない形であるとよい

こと、４つのリテラシーが重なりをもつとすると、受講の際に学生が同じ内容の授業を履

修する恐れがあることが指摘された。とりわけ、「ものづくりリテラシー」は、本学の特性

が表れた概念であるという感想が多く聞かれ、その概念の意味づけとしては、工業的、産

業的な側面を強調するのではなく、人間本来の営みとしての幅広い意味で捉えることが本

学に相応しいと言う意見を頂いた。 
 項目 6 の育成したいジェネリック・スキルについては、アンケート結果においても上位

となっていた問題発見力、問題解決力、クリティカルシンキング、コミュニケーション力、

自律的学習能力が挙げられた。その他、クリティカルシンキングに創造性も含めた「創造

的課題解決力」育成の必要性も指摘された。 
 項目 7 のジェネリック・スキルの教育方法については、対話型授業（対話力）、三つの
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言語の新聞紙を読み比べさせる方法（クリティカルシンキング）、学生に書くことを促す（論

理的思考、クリティカルシンキング）、学生へのフィードバックの重視、ディスカッション

やプレゼンをさせる（コミュニケーション力、チームワーク）、つっこみをしながらの映像

鑑賞（クリティカルシンキング）、卒論指導で対話を行い課題に対するフィードバックを行

う（論理的思考、クリティカルシンキング）、色々な社会問題を学生に知らせるようにする

（自律的学習能力）等が挙げられた。 
 項目 8 のジェネリック・スキル教育を行う上での困難については、授業準備の時間が不

足する、クラスの人数が多い（グループ学習をさせにくい）、図書館の蔵書数が少ないこと

等挙げられた。その他、グループワークでフリーライドせずに主体的に学生が取り組まな

いという困難、自律的学習能力を育成する上では、授業で教員が全てを教えず余白を残し

て学生に学ぶ意欲を起こさせることの大切さが指摘された（これが「困難」であるのは、

一般的に教員は伝えたい気持ちが強いので余白を残すのが難しいため）。 
 項目 9 の初年次・教養教育・専門教育におけるジェネリック・スキル教育の連関につい

ては、教養教育に限らず、学士課程教育を通して、授業の進め方や課題の出し方次第で学

生のジェネリック・スキルを育成できること、まず初年次の段階で学びのスキルや基礎的

な知識や教養を身につける必要があること、専門教育の中では、育成を意識せずともジェ

ネリック・スキルが自然と身についてくるようになっていることが指摘された。その他、

専門教育の中で自分に欠けている知識があることに気づいてこそ、教養教育が身につくの

ではないか、という教養教育へのモチベーションおよび教養教育と専門教育の位置づけに

関する論点も提起された。 
 リベラル・アーツプロジェクトとしては、これらの調査結果を踏まえて、８つのジェネ

リック・スキルの項目内容の見直しや構造化を行ってきた。今後は、教育方法について、

学生の学習成果との関連から、どういった手法を具体的にどのように用いると学生の学習

にとって効果的であるかという観点から調査を行うことが課題となってくると思われる。 
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〔資料〕ヒアリング調査回答票
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初年次におけるジェネリック・スキル教育の現状 
 

久保田 祐歌 
 

１．趣旨 

 新しい教養教育科目（La）を通して、教育目標の一つとしての「８つのジェネリック・

スキル」を学生に涵養するためには、初年次教育を通して、ジェネリック・スキルを育ん

でいくことができるだけの土台（スタディ・スキル、学習への動機づけ）が築かれている

必要がある。一般的に、初年次教育では、高等学校から大学への円滑な移行を図ることで

大学での成功へと導くことを目的とし、平成 21 年時点で実施する大学が 8 割を超えると

いう状況にある（文部科学省、2011）。初年次教育は、①スタディ・スキル系、②スチュ

ーデント・スキル系、③オリエンテーションやガイダンス、④専門教育への導入、⑤学び

全般への導入を目的とするもの、⑥情報リテラシー、⑦自校教育、⑧キャリアデザイン、

の 8 領域に分類され（山田・杉谷、2008）、大学においては、これらを大学や学部や学生

の特性に応じて組み合わせて実施されている。 
愛知教育大学における初年次教育科目としては、2013 年度前期から、「初年次演習」（一

年次前期必修）の導入が予定されており、本年度は、大学改革推進委員会を中心に設置に

向けた取り組みが進められていた。来年度の実施に至るまでの経緯としては、2005 年度に

初年次教育の導入を検討することが教授会で確認されて以降、共通科目専門委員会を中心

として、初年次教育の試行に向けての取り組み（2008 年度）、初年次教育の試行（2009
年度から現在に至る）が推進されてきた。 
 本項目では、本学の初年次教育科目（試行）におけるジェネリック・スキルの教育がど

のように各教育単位の授業において実施されているかという観点から、ヒアリング調査を

行った。加えて、各教育単位で初年次教育の試行として実施されてきた内容についても文

献資料により調査した。 
以上の調査により、教育単位ごとの初年次教育科目（試行）に見られる教育目標や教育

方法の相違を確認することで、教養教育において、ひいては 4 年間の学士課程教育を通し

てジェネリック・スキルを育成する上での、初年次教育における課題を抽出した。 
 
２．調査の概要                                          

 調査の方法としては、まず、本学の初年次教育に関する文献及び資料の記述を整理し、

初年次教育（試行）を担当してきた 3 名の教員の協力のもと、ヒアリング調査を実施した。

以下、その概要を記す。 
 
（１） 文献調査 
初年次教育の導入に関する推進主体である共通科目専門委員会による報告資料や初年次

教育に関する学内会議資料等を参照することで、これまでの試行での合意点（共通の教育

目標や課題）を確認した。さらに、本年度に至るまで実施されてきた初年次教育の試行（及
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び試行の試行）に参加した各教育単位の教員の報告を参照することで、独自の教育目標や

課題を確認した（参考文献・資料の詳細については、本稿末尾を参照）。 
 

（２）ヒアリング調査 
初年次教育の取り組みを早期から行ってきた現代学芸課程の 2 つのコース（国際文化コ

ースと自然科学コース分子機能・生命科学専攻）に属する大澤秀介氏と加藤淳太郎氏、2011
年度まで共通科目専門委員会において、初年次教育の取り組みを中心的に推進してきた太

田弘一氏にヒアリング調査にご協力頂いた。内容としては、初年次教育として現在行われ

ている授業の内容及び教育目標、教育方法と共に、初年次教育におけるジェネリック・ス

キル育成の課題についてお話をうかがった。 
 
＜ヒアリング調査実施概要＞ 

  【実施期間】：2013 年 1 月 
【方  法】：回答票項目に基づき、60 分程度のヒアリングを実施し、調査者が 

回答票にまとめたものを対象者に確認・修正頂いた。 
【対  象】：本学専任教員 3 名（以下、実施順に記載） 

太田 弘一教授   （技術教育講座） 
大澤 秀介教授  （社会科教育講座） 
加藤 淳太郎准教授（理科教育講座） 
 

３．調査から得られた知見 
 ３－１．初年次教育の現状 
 初年次教育の試行においては、共通科目の基礎科目である「自然科学入門」「人文科学入

門」「社会科学入門」及び 1 年前期の専攻科目（S、MS）で実施されている。専攻によっ

ては学生数が 10 人前後のところもあり、専攻科目において初年次教育が実施可能である

という背景がある。その他、授業外としては、ガイダンスや合宿等も初年次教育に含まれ

る。本学の初年次教育は、共通科目の基礎科目においては、次の 4 点を目標としている。

①該当する基礎科目の教育目標の実現を図る、②大学での学び方についての学習、③学習

意欲の喚起に向けての学習、④大学生活への適応のためのサポート。さらに、専攻科目に

おいて実施する場合には、すでに定められている専門科目の教育目標に、②～④が加わる

（教務企画委員会「2012 年度初年次教育の試行継続に向けて」2011 年 7 月 6 日付資料を

参照）。 
 
 ３－２．専攻における初年次教育の取り組み 
 これまでの初年次教育の試行を通して、教育単位ごとの初年次教育の特徴が次のように

分類されている（教務企画委員会（2012）「初年次教育本実施内容提案について」、第 10
回教務企画委員会 2012 年 2 月 1 日付資料を参照）。 
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 a)アカデミック（ジェネリック）スキル（文献読解・レポート作成・批判的思考等）重

視シラバス 情報、国際文化、清田氏 
 b）学びの意欲喚起重視シラバス（専門紹介） 分子生命 
 c）スキル重視シラバス 技術 
 d）少人数ゼミシラバス 
 
３－３．現代学芸課程における初年次教育 
教員免許の取得を卒業要件としない現代学芸課程には、国際文化コース、日本語教育コ

ース、臨床福祉心理コース、造形文化コース、情報科学コース、自然科学コース：宇宙・

物質科学専攻、自然科学コース：分子機能生命科学専攻の六つのコースがある。 
国際文化コースは、専攻科目の MS において初年次教育的な内容に取り組んでおり、

2009 年度の試行に参加している。日本語教育コースにおいては、授業外のガイダンスとし

て、キャンパスツアーや懇親会を実施している。臨床心理コースにおいては、専門科目の

「精神保健福祉論 I 」において実施されている。造形文化コース、情報科学コースにおい

ても専門科目で授業が行われ、後者は「レポートライティング」で実施されている。自然

科学・分子生命コースでは、基礎科目の「自然科学入門」で実施されている（「初年次教育

実施報告のまとめ」資料を参照）。 
 
３－４．ヒアリング調査から得られた知見 
ヒアリング調査から得られた内容を中心に記す（詳細については、「回答票資料」を参照）。

ヒアリング調査においては、対象者の担当する初年次教育科目について紹介頂き、教育目

標、教育方法についてうかがいながら、初年次教育におけるジェネリック・スキル育成に

ついてお話し頂くという手順で進めた。太田氏は、技術教育の初年次科目「自然科学入門」

の教育目標として、大学に入学後に、学生が不適応な状態にならないための必要最低限の

学びのスキルを身につけさせることを基本的なものとして挙げられた。そのために、具体

的に以下が必要であると述べられた。①学びに向けての意欲の喚起として、専門への導入

を行い、面白いことが勉強できるということを学生に知らせる。②大学の理念や、学べば

人生と人類の未来が拓けてくるということを学生に伝える（本学の大学憲章の中身等）。③

学びの仲間を学生が得られるようにする。大澤氏は専門科目の「国際文化入門」の教育目

標として、「今後の学習及び研究のために必要な基礎的能力を養うこと」を挙げられた（コ

ース共通）。ここで言われる「基礎的能力」とは、「テーマを選択または発見し、様々な方

法で自ら調べ、文献や資料を正確に、且つ批判的に読み、それを文章にまとめ、発表し、

質問や批判に応答する、また、他の受講生の発表に対して的確な質問や批判を行う、とい

う一連の知的な力」とされる。ここにおいて、大学での学びに必要なアカデミック・スキ

ルが目標とされていると言える。加藤氏は基礎科目「自然科学入門」の教育目標として、

学生が卒業後の目標を見出すことができるようなきっかけを与えることを挙げられた。  
 こうした三者の初年次教育における目標の異なりは、所属学生の特徴や専攻そのものに

付随する課題によって生じてくる。 
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 項目１の、教育方法として、太田氏はノート・テイクなどのスキルを教え、授業で実際

にノートをとらせること、大澤は討論を主としレポートを書かせる方法、加藤氏は授業の

中で、研究所や農業総合試験場に学生を連れて行き見学させること等を挙げられた。 
 項目２の、最近の学生の特徴・傾向については、ノートをとれない学生が授業において

一割程度存在すること、自分の意見を言わない学生が多いこと、素直すぎるということが

挙げられた。 
 こうした点を踏まえて項目 3 の初年次教育で学生に身につけさせたいこととして、学び

のスキル、意欲やものを言おうとする態度、自分が何を好きなのかを発見すること等が挙

げられた。 
 項目４の、初年次教育におけるジェネリック・スキルの教育については、「学びのスキル

を身につけることがジェネリック・スキルの土台」であるという意見や、ジェネリック・

スキルが自分に欠けていることに気づくことがジェネリック・スキルを身につけていく上

での基礎であるという意見が示された。 
 項目５の初年次教育で育成したいジェネリック・スキルについては、前項を踏まえて８

つのジェネリック・スキルはどれも重要だが、全体的な能力の獲得は初年次教育の教育目

標にはなりえないという意見もある一方で、自律的学習能力やクリティカルシンキングを

育成したいという意見も見られた。 
 項目６の初年次におけるジェネリック・スキル育成の方法については、ジェネリック・

スキルを育成していく上で必要なスキルとしてのノート・テイクの仕方を教えることや、

討論し書かせる方法、ジェネリック・スキルの不足を自覚させるという方法等が挙げられ

た。 
 項目７の初年次教育においてジェネリック・スキルの教育を行う上での困難については、

学生の指導をどこまで手取り足取りするべきなのかという問題、初年次教育においてはジ

ェネリック・スキルの初歩は扱えるが、初年次科目の 15 回だけでは時間が足りない等の

指摘がなされた。 
 項目８の初年次から教養、専門に向けたジェネリック・スキルの教育のあり方としては、

初年次を基礎として 4 年間で発展させていくものであるという意見を頂いた。 
 リベラル・アーツプロジェクトとしては、これらの調査結果を踏まえて、８つのジェネ

リック・スキルを 4 年間の学士課程において学生が獲得できるようにするために、初年次

教育において学生が最低限としてどの程度の能力を身につけていなければならないかを示

す必要がある。その中身としては、スタディ・スキルとしての、ノート・テイク、レポー

トの書き方、プレゼンの仕方等が含まれる。また、スタディ・スキルに限らず、論理的思

考やクリティカルシンキングそのものの育成を初年次から目指すこともできるだろう。し

かし、完全にこれを初年次で身につけることは当然のことながら難しいので、これについ

ても最低限の到達基準を示すことが求められるだろう。こうした基準へと、学生を導く際

には、高校から大学への学びの転換の途上に学生があることに留意しなければならない。

知識を単に学び記憶するのではなく、学んだ知識を活かして応用する力を身につけること

が大学での学びであることを学生に教えながら、ジェネリック・スキルを身につけること
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の必要性を自覚できるように促すことが教員に求められる。 
今後は、初年次教育におけるジェネリック・スキル育成の到達基準を作成することや、

学生がジェネリック・スキルの獲得に意欲的になるようなきっかけづくりの方法に関する

検討が課題となってくると思われる。 
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おわりに 
 

田村 建一 
  

本報告書に記されているように、本学リベラル・アーツプロジェクトは、昨年度と同様

に今年度もシンポジウムをはじめ多くのセミナーやワークショップ、FD を主催した。な

かには参加者数が期待したほどではなかった催しもあるが、発表者から得られた知見と参

加者が寄せてくれた意見やコメントはたいへん示唆に富むものであり、今後のプロジェク

トの活動に活かしていきたいと考える。 
特に 10 月に行われたシンポジウムに関しては、本報告書とは別に刊行されるシンポジ

ウム報告書『教員養成系大学におけるリベラル・アーツ―教養教育の内容・方法・評価の

あり方を考える―』において、ほぼすべての発表と議論が再現されている。その内容は、

本学で平成 25 年度から開始される新教養科目、特にリベラル・アーツ科目のあり方に関

して非常に有益な知見と提起を含むものである。教養教育に関わるすべての人がこの報告

を読むことを、心から勧めたい。 
本プロジェクトの今後の課題としては、教員養成系大学としてのカリキュラム編成のも

と、教養科目の授業の質をどのように保証するのか、さらに、1 クラス 50 人ほどの授業が

想定される中、授業を通じて学生が何を学んだのか、その主体性や学びのプロセスを重視

する場合に、いかなる評価が適切であるのか等、より具体的な問題の探求が挙げられる。 
また、本プロジェクトは、これまで新教養科目の中でリベラル・アーツ科目に焦点を当

てて研究を進めてきたが、これをさらに発展させながら、来年度以降は他の三つの学習領

域である「基本概念」、「現代的課題」、「感性創造」においてもジェネリック・スキルの育

成やリベラル・アーツ科目の４つのリテラシー（市民、多文化、科学、ものづくり）との

関連性を追求していきたいと考える。 
前述のように多くのセミナーやワークショップを開催した中で、昨年度 4 回実施した防

災セミナーを今年度は時間の関係で開催することができなかった。しかし、防災教育（あ

るいは減災教育）は、本学が構想する４つのリテラシーすべてと教育現場の問題に関わる

総合的な課題であるので、教養教育の中に位置づけることが可能であると考える。新教養

科目の中では、防災に関わる科学リテラシーの獲得を目的とする授業が「現代的課題」の

中で開講されることになっているが、科学リテラシー以外の分野からのアプローチの仕方

を探ることも検討課題であると考える。 
最後に、本プロジェクトが開催したシンポジウムやセミナー等での発表を快く引き受け

てくださった方々に、この場を借りて心からお礼を申し上げます。 
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